
戊

五

―

―

復
三
・
。
・
・
・
五
ニ
―

幸

助

・

・

ニ

一

二

百

九

十

九

糠

（

昭

利

高

等

商

業

學

炭

ヲ

上

卜

指

定

）

・

同

警

―

]

-

百
雙
―
―
-
1
1
1
珠
槃
綿
記
學
校
名
稲
姜
更
認
可
）
。
同
警
言
一
雙
上
悔
居
習
民
闊
立
日
本
塁
誉
学
校
康
止
認
一
j

一

可
）
同
第
一
＝
百
二
睾
（
競
進
祉
宜
業
學
校
設
立
希
変
更
認
可
）
。
同
第
一
二
百
一
一
一
撃
（
昭
和
十
一
年
文
部
省
美
一

術
展
覧
會
規
則
）
。
同
第
三
百
四
撃
こ
曾
縣
諏
訪
第
二
高
等
盗
蕊
改
襦
認
可
）
•
同
第
一
言
五
獅
（
日
本
一

琶
誡
長
設
骰
餞
更
認
可
）
。
同
第
三
百
六
懺
（
図
究
所
有
者
髪
更
）
・
。
．．．． 

曇
•
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中
掴

江
戸
時
代
心

iv 

我
が
國
今
日
の
敦
育

に
受
け
た
。
然
し
仔
細
に

第
一
章

に
就
て

っ
た
さ
の
で
、
學
校
建
築
も
歎
育
肉
容
に
適
應
す
べ
く
西
洋
の
影
響
を
多

て
見
れ
ば
我
か
國
學
狡
建
築
は

初
年
に
初
ま
つ
亡
も
の
で
な
い
。
そ
の
淵
源
は
古
く
寧
業
平
安
の
：

り
，
錯
倉
室
町
に
至
っ
て
勤
墨
院
文
章
院
或
ひ
は
國
尋
府
學
と
な
り
，
又

足
利
學
枝
(

l

)

金
繹
文
庫
へ
il
)

箸
相
等
特
殊

學
制
や
敦
育
方
法
に
依

っ
た
。
下
つ
て

ょ

年
閏
渡
来
の
天
主
脅
合
は
陪

mi
n
ario,
CollegioC
三
ぷ
の
如
き
完
備
せ
る
學
絞

に
褒
展
し
、
初
期
に
於
て

建
築
を
持
つ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て

は
幕
府
の
儒
學
奨
励
と
後
期
に
於
け
る
社
會
吠
勢
の
鰹
移
は
自
ら
武
家
民

衆
の
敦
化
建
築
の
必
要
を
生
翌
し
め
5

我
が
図
國
民
文
化
の
興
隆
期
と
も

呼
ば
る
ヽ
時
代
を
現
畠
し
亡
。
従
つ
て
今
日
寝
逹
せ
る
學
校
建
築
の
精
帥

に
江
戸
時
代
に
そ
の
根
源
：
ご
置
く
も
の
と
考
へ
ね
ば
ぢ
ら
ぬ
。

営
代
に
於
け
る
學
校
建
槃
の
痘
展
を
考
究
す
る
こ
と
に
依
り
、
幾
分
ね
り

と
も
か
A

る
意
義
に
於
け
る
江
戸
建
築
史
の
完
成
に
近
づ
く
こ
と
も
あ
ら

う
と
信
｛
か
る
。

家
康
の
向
學
と
歴
代
腔
軍
の
儒
學
の
奨
励
ほ
っ
文
の
嘗
初
に
於
て
は
封
建

制
度
の
僻
立
の
為
に
、
儒
敦
の
理
想
．
た
る
治
國
平
天
下
を
政
治
の
眼
目
と

し
亡
緒
果
で
あ
っ
亡
が
，
以
後
封
建
制
の
完
備
と
共
に
學
問
の
奨
励
は
諸

藩
諸
學
者
に
依
り
本
質
的
と
麟
り
畜
i
冗
祗
の
頃
に
は
天
下
泰
平
と
相
侯
つ

て
諸
菰
の
學
派
も
生
じ
＂
と
や
が
て
は
國
殿
の
興
隆
と
麟
つ
亡
。
長
崎
を
通

じ
て
行
は
れ
た
貿
易
は
つ
ひ
に
洋
學
の
輪
入
を
来
し
，
更
に
後
期
に
入
っ

て
國
學
の
隆
盛
と
祉
會
の
進
歩
は
初
期
に
於
け
る
儒
學
奨
励
の
目
的
と
や

ヽ
離
れ
て
時
代
の
進
展
に
相
應
ビ
幕
府
諸
藩
の
手
に
依
り
各
種
學
校
の

建
築
さ
れ
る
こ
と
年
と
共
に
そ
の
敗
を
壻
し
た
。
さ
れ
ば
か
＼
一
る
内
容
の

饗
革
に
依
つ
て
必
然
そ
の
建
築
形
式
の
上
に
も
種
々
の
雙
革
褻
展
を
来
さ

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

更
に
従
束
江
戸
建
築
史
上
の
一
特
質
と
し
て
儒
敦
建
築
の
名
の
下
に
睾

げ
ら
仇
て
来
た
ら
湯
島
聖
堂
の
創
始
は
此
等
諸
藩
學
絞
の
模
範
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
が
，
聖
堂
建
築
の
大
部
分
は
請
種
の
學
絞
建
築
と
同
時
に
建

築
さ
れ
て
来
た
も
の
で
も
殊
に
比
較
的
時
代
の
古
＇
＞
岡
山
驀
學
絞
に
於
け

る
聖
堂
建
築
を
見
な
か
っ
た
閲
よ
り
も
p
こ
れ
を
箪
に
孔
子
を
祀
る
廟
と

い
ふ
狭
義
に
於
て
債
値
づ
け
，
箪
獨
に
採
り
攀
け
る
ぺ
き
で
な
い
。
建
築

唸 0

甜3

江
戸
時
代
の
學

第
五
百
一
塩
十
九
競

｛
，
｝
 t
 

七

江
戸
時
代
に
於
け
る
學
校
建
築
の
競
展

る
必
要
が
あ
る
や
う
に
恩
ふ
。

江
戸
時
代
は
そ
の
初
期
に
て
ぱ
封
建
制
度
の
完
備
に
依
り
幕
府
の
基

礎
は
盆
々
張
固
と
な
り
じ
為
に
霞
廟
の
如
き
特
殊
妊
麗
な
建
築
を
興
し
3

羮
術
工
藝
的
方
面
に
異
常
の
褒
展
茫
う
な
が
し
た
。
然
る
に
社
會
制
度
の

完
備
は
エ
匠
技
術
の
祉
襲
と
な
り
，
建
祭
的
に
は
構
造
意
匠
共
に
沈
滞
し

日
本
建
築
史
上
の
暗
黒
時
代
と
も
言
は
る
A

保
の
封
建
煽
熟
時
代
を
繹
て
泰
平
の
長
く
つ
，
A
<
や
武
家
存
綬
の
意
義
や

う
や
く
消
誡
す
る
と
共
に
交
通
の
進
叫
農
工
の
進
展
ば
晶
然
的
に
商
品

か
く
の
如
き
江
戸
封
建
社
會
の
完
備
よ

で
あ
っ
た
。
後
元
蒜
享

貨
幣
経
誉
の
歪
逹
と
な
り
B

新
に
町
入
の
勃
興
と
な
っ
た
。
従
っ
て
後
期

に
於
け
る
建
築
の
套
展
は
裔
宗
そ
の
他
民
衆
建
築
と
し
て
寧
ろ
こ
の
新
興

勢
力
に
依
る
と
こ
ろ
多
く
，
や
が
て
明
治
以
降
の
我
が
刷
産
業
建
築
褻
展

の
根
幹
を
江
し
亡
。

に
至
る
計
會
朕
勢

の
髪
移
と
必
然
的
に
併
行
し
江
建
築
の
勢
遷
を
内
容
的
に
桧
討
し
だ
建
築

史
の
大
系
ば
遺
憾
｛
＇
ょ
が
ら
未
だ
完
成
さ
仇
て
は
居
な
い
。

つ
て
少
く
ら

史
上
の
儒
敦
建
築
は
湯
島
大
成
殿
を
骨
子
と
し
て
営
時
沈
濡
せ
る
建
築
界

に
異
常
で
あ
る
支
那
様
式
を
採
り
入
れ
に
も
の
と
し
て
霊
観
さ
紅
て
は
届

る
，
か
八
廣
く
全
般
よ
り
観
る
と
き
そ
の
様
式
的
特
臭
性
も
今
一
歩
桧
討
す

こ
か
は
何
れ
の
勘
よ
り
も
江
戸
時
代

學
校
建
築
の
預
逹
と
い
ふ
大
な
る
問
題
に
包
含
苔
れ
て
考
究
さ
る
べ
き
て

あ
ら
う
。

著
者
は
昭
和
五
年
以
束
少
し
く
本
問
題
に
興
味
を
感
し
て
居
っ
た
が
，

昭
和
九
年
八
月
3

同
十
年
一
月
の
中
國
s

九
州
，
東
北
地
方
の
踏
査
に
圧

り
、
二
匡
按
材
料
蒐
集
の
結
果
盆
々
そ
の
信
念
を
強
め
る
こ
と
を
得
た
。
四

つ
て
弦
に
未
だ
不
完
全
て
あ
る
か
敢
て
茂
學
を
顧
み
ず
，
江
戸
時
代
學
校

建
染
の
寝
展
に
就
て
私
見
を
述
べ
ん
と
す
る
虞
で
あ
る
。
竺
は
本
論
文
に

於
て
は
官
學
私
學
寺
子
屋
の
建
築
に
競
て
は
更
に
将
来
の
研
究
に
侯
っ
こ

と
ヽ
し
概
説
す
る
に
留
め
f
、
手
と
し
て
現
存
遺
構
を
有
す
る
藩
學
郷
學
絞

に
就
て
論
述
を
進
め
亡
。
幾
多
謬
先
學
識
者
の
御
敦
陪
を
乞
ひ
得
る
な
ら

ば
幸
ひ
で
あ
る
。
曳
．
本
研
究
に
多
大
の
御
指
導
を
賜
つ
に
本
校
々
長
土
屋

純
一
先
生
に
厚
く
御
纏
申
上
げ
る
。

第
二
章

第
一
節
官
學
狡

官
學
絞
と
は
幕
府
の
手
に
依
り
建
設
せ
ら
れ
た
學
校
で
あ
る
か
、
そ
の

名
古
屋
高
等
工
業
罹
狡
助
教
授
械
〖

て

(-) 

戸

久

•. 
ノヘ、'



江
戸
時
代
心
墨
狡
紐
築
に
就
て

災
に
會
ひ
昌
平
校

後
訟
平
．
疋
信
老
中
＇
三
ば
る
に
及

年
柴
蜀
栗
山

面
を
用
ひ
仁
3

の
作
っ
た
聖

な

ら

っ

た

平

人
成
殿
ど
は
南
阿
東
西
一
．
一
聞
南
北
四
七
令
九
尺
高
四

八
心
四
尺
圧
誤
け
銅
瓦
荘
t
練
の
田
端
に
蛮
吻
な
戟
せ
、
黒
漆
企
施
し
大

に
支
那
風
の
褒
輝
に
努
め
上
し
。
感
校
施
設
と
し
て
罷
堂
（
御
崩
敷
羞
醗
堂

五
初
古
所
瓦
デ
合
（
寮
，
）
敦
官
住
屯
か
建
築
せ
，
い
れ
藩
臣
い
子
弟
の
敦
育
か
妙

て
行
は
汎
{

/

3

:

0

後
昌
平
校
は
堺
末
に
な
り
洋
躾
の
研
究
か
次
第
に
贔

調
せ
ち
仇
る
に
到
つ
て
や
う
や
く
衰
へ
初
め
i9
`

そ
の
他
に
官
暴
校
と
し
て
宵
や
政
五
年
塙
保
已
一
の
願
に
依
＂
り
和
學
講
談

阿
明
和
二
年
奥
瞥
師
多
祀
安
元
に
依
る
饗
皐
館
等
が
設
立
4

門
い
た
。
呂

平
絞
と
同
じ
く
最
初
は
一
私
人
の
網
行
に
ま
か
せ
ら
九
，
加
何
言
る
建
榮

で
あ
っ
た
か
が
明
り
で
な
い
炉
、
少
く
も
後
器
府
の
行
愚
校
と
な
っ
た
も

の
な
以
ば
，
0

-

り
、
い
内
容
に
應
じ
特
異
の
平
血
J
勺
函
持
つ
た
も
い
と
お
へ
ら
虹

る
。
又
地
方
に
於
け
る
暮
府
0
直
轄
の
地
に
於
て
も
謬
藩
の
官
學
校
が
設

立
せ
ら
仇
た
。
仰
限
に
於
け
る
長
崎
の
明
倫
骨
手
は
古
く
正
保
四
年
向
井
冗

升
巳
止
山
湛
院
の
詞
立
に
初
ま
り
泊
宵
心
政
年
間
に
は
印
府
翠
閏
所
等
第
一

表
に
ふ
す
如
く
時
代
豆
r
る
に
従
ひ
詐
皐
楡
入
に
刺
戟
せ
ら
仇
、
諸
穂
の

宜
學
校
が
江
炉
及
地
方
に
建
築
さ
仇
亡
。
中
ん
づ
く
長
崎
明
倫
嬢
ハ
さ
は
現

在

長

崎

市

併

勢

町

に

翌

禦

の

に

残

し

ろ

。

あ
り
り
且
又
定
佑
施
政
の
後
で

し
て
規
模
頗
る

の
餘
裕
．
も
あ
り
、

っ
J
.
t
,
4

:
9`
↑

r
＇ 

シ

4

食

同
四
年
學
舎
q
ゞ
誠
興
し

表

九

も

民

間

の

二

私

人

に

せ

ら

れ

た

3

羅
山
に
宵
菜
七
年
上
野
忍
岡
の
地
を
叫
ミ
書
院
匂

阿
同
九
年
尾
張
落
組
義
直
か
孔
子
廟
か
五
建
て
た
に
初
ま
る
。
｛

家
綱
が
弘
文
陪
の
名
雙
羞
ハ
ヘ
3

ー
虹
聾
二
年
に
は
綱
吉
，
か
評
町
＂

に
移
し
砥
が
―
昌
平
と
命
名
し
に
。
建
緊
ぱ
松
平
右
京
輝
貞
な
碑

峰
須
賀
隆
凧
に
エ
役
と
助
け
し
い
，
，
大
工
棟
梁
依
田
伯
習
炉
頭
で
翌
四
年

落
成
し
た
。
大
成
殿
ば
聞
口
五
間
五
尺
奥
行
さ
七
。
五
尺
高
さ
四
―
―
―
ニ
ニ
尺

の
入
母
厨
造
銅
瓦
五
竺
虞
科
誤
な
用
ひ
、
黒
謬
ど
施
し
異
色
を
魯
び
亡
社

濾
な
建
築
で
あ
っ
巴
然
し
そ
の
平
面
ぱ
未
に
支
那
文
崩
と
は
述
さ
と
こ

．
）
多
大
に
あ
っ
｀
や
」
や
う
に
芍
へ
、
く
り
け
る
。
大
成
殿
の
左
右
の
建
物
が
東
西

雨
熙
で
各
聞
ロ
ニ
歪
叫
奥
行
一
九
•
五
尺
p
こ
の
一
『
殿
の
南
方
に
杏
壇
門
，
左

右
か
哀
西
廊
，
南
に
入
愁
門
仰
砕
門
か
建
三
5

学
校
施
設
と
し
て
ば
東
合

｀
會
西
舎
拿
打
守
所
嘉
曲
骨
濯
昂
平
祭
器
順
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ら

汎

f
'

{

,

(

-

1

i

)

郷
學
校

警
立
百
五
十
九
邸
郷

の

ふ 1iii狂！田土尉羅田原
少―--~ -- -—•一•一—---
ょ I1 /1が慶 IHI1,;1団）元
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て＇を史もと
ぁ二資〇し
る校料•で~て
°と戸•‘石．l（II
し臼経',/II が

てに数誼久 廷 政
畢依二署二こ□ ・＝ 年
げる一ー⇒ 丸
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邸多
内き
には
あ岡
る 111
も藩
の、3
を如

敦く
ヘ後
た改
も甜

の
闘
係
を
詞
ぷ
す
紅
一
闘
の
如
く
ね
ら
。
此

の
顕
著
に
現
は
仇
た
り
は

の
勃
興
と
農
村
の
疲
態
と
ど
招
き
町
人
の
勢
刀
が
無
制
限
に
向
上

し
所
謂
元
蒜
文
化
乞
現
出
し
仁
竺
幕
府
の
財
政
は
窮
乏
を
重
ね
て
封
建

制
度
の
基
本
組
織
は
内
部
か
ら
次
第
に
腐
蝕
苔
虹
て
来
た
時
代
で
あ
る
。

直
で
は
財
政
と
治
敦
に
努
力
し
た
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
國
政
の
手
段
と
し

て
敦
育
國
策
に
資
す
る
た
め
の
學
問
か
奨
励
こ
き
せ
ら
れ
，
諸
蕩
に
依
り

建
設
せ
ら
11
亡
藩
學
絞
は
鼓
に
一
段
と
敷
．
匂
培
し
亡
。
享
保
よ
り
時
の
流

仇
と
共
に
更
に
．
＂
ヽ
の
敷
が
横
つ
て
行
っ
た
が
。
安
永
天
明
に
至
っ
て
そ
の

墨
却
に
逹
し
A

一ー
G

天
明
よ
り
享
和
の
約
二

0
年
間
に
そ
の
敷
五
八
の
藩
學

紋
が
設
立
さ
れ
て
恥
｀
こ
，
訊
は
校
半
定
信
の
學
問
奨
励
と
湯
島
聖
堂
の

復
興
に
侯
つ
所
大
で
あ
っ
た
J
次
の
文
化
文
政
時
代
は
定
信
奨
學
の
餘
風

と
未
曾
有
の
文
化
爛
熟
期
と
又
西
洋
文
明
の
影
轡
を
受
け
て
寂
か
國
學
校

建
設
史
上
特
筆
す
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
藩
墨
校
の
設
立
ば
四
時
代
を
割
し
て
盆
々
進
屈
し
た
が
，
そ

い
設
立
の
主
旨
も
時
代
を
絵
応
に
従
ひ
雙
じ
，
諸
藩
の
屁
會
朕
勢
と
観
薔

朕
態
に
依
り
で
の
規
模
も
自
ら
相
逹
し
に
。
建
榮
施
設
と
し
て
は
何
れ
も

に
る
就
學
の
場
所
と
な
し
も
他
に
學
舎
聖
常
御
喪
所

び
附
蜀
建
物
か
盤
然
と
一
劃
に
あ
っ
た
が
勺
そ
の
多

で
あ
る
り

第
三
節

涵

酋

伊

勢

津

安

政

五

年

露

校

据

津

―

―

―

應

三

年

一

屡

食

肥

詢

志

久

安

政

六

皇

朋

舎

長

門

皇

一

一

年

一

誠

含

租

樫

菜

原

文

久

二

年

集

所

加

賀

金

應

―

―

―

年

一

瑯

校

紀

伊

厨

邊

文

久

―

―

一

年

薔

狡

俯

中

市

應

年

間

i

市

狡

壽

門

＝

―

田

文

久

年

間

i

一

郷

墨

日

向

輻

塑

薮

珂

肥

前

飯

田

文

久

年

間

一

熊

川

合

播

磨

姫

堕

添

校

記

前

川

久

保

文

久

年

間

祖

義

堂

播

磨

高

塑

逗

故

堂

一

長

門

大

田

慶

應

元

墾

一

郷

學

校

播

磨

國

堕

村

學

墜

―

―

―

河

閏

原

巖

應

二

年

瑯

學

播

磨

赤

豊

瑯

杓

屡

校

丹

波

綾

部

一

度

應

二

年

一

傲

止

壼

一

讃

岐

丸

明

盈

低

合

一

聖

後

岡

＿

慶

應

―

―

一

年

―

郷
學
絞
は
地
方
の
士
民
若
く
は
庶
民
教
育
機
闘
と
し
て
の
學
校
で
幕
府

の
直
轄
に
な
る
も
の
江
戸
に
三
狡
，
（
一
四
）
他
は
諸
藩
の
手
に
依
り
設
立
せ

ら
，
訊
地
方
文
化
の
向
上
と
普
及
と
に
重
要
な
役
割
を
横
じ
た
〔
第
三
表
）
。

最
も
早
く
庶
民
敦
化
に
意
贔
ひ
た
の
は
岡
山
縣
で
池
田
光
政
は
寛
文
七

年
領
内
各
地
に
手
習
所
を
置
き
や
後
併
合
し
て
延
賓
三
年
閑
谷
學
校
を
建

て
蜆
摸
も
撰
大
し
平
民
の
入
學
を
許
す
と
共
に
藩
士
の
子
弟
も
養
成
し

仁
：
以
来
佐
賀
万
鰤
津
、
加
賀
に
郷
學
校
の
設
立
が
あ
っ
た
が
，
一
般
に

大
躍
進
を
遂
げ
亡
の
は
第
一
圏
に
見
る
如
く
藩
學
絞
に
遅
肛
文
化
文
政

時
代
で
あ
る
。
こ
肛
は
吉
宗
の
出
現
と
共
に
學
絞
設
立
の
主
旨
が
藩
士
の

査
成
と
庶
民
の
紋
化
以
後
學
校
観
念
の
披
大
と
西
洋
恩
想

文

學學末學學

せ
ら
れ
亡
現
存
の
も
の

に
記
述
す
る

h

r

 

9
.
J
 

p
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奥
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哨
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コ
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か

弔
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戸
口
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で

7

息

で

き

i

・

ー

’

N

u

7

翌
田
l

-

:

ヰ＂蘊
7

決
苓
7

塁

こ

詞

饂

祗

主

忍

9
,
7

一
主
こ
こ
言
言
マ
巳
冒
f
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主
エ
茎
d
!
H
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H
Hャ
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H
H
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p
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H
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f
言
昏
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図
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主
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H
マ
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を
『
ま
ャ
出
い
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j
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苗

u

-

韮
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通 口入町 ：て

に
起
因
｀
す
る
結
呆
で
あ
る
。

鬼
學
絞
は
閑
谷
學
校
百
．
多
久
學
校
の
最
古

の
も
の
か
現
存
し
3

闘
進
期
の
文
化
文
政
建

設
の
も
の
は
今
日
見
る
を
得
な
り
竺
少
＜

も
藩
學
校
の
規
模
を
や
A

縮
小
せ
し
も
の
で

あ
っ
た
。
建
築
は
茅
鉦
等
頴
末
で
は
あ
る

が
，
繋
王
の
支
出
（
二
江
）
に
な
る
も
の
多
い
勘

よ
り
私
愚
寺
子
屋
の
如
き
簡
輩
な
も
の
て
な
．

＜
諧
堂
學
舎
そ
の
他
の
附
蜀
建
物
が
建
棄
さ

り
に
こ
と
炉
察
知
せ
ら
り
る
。

階

上

帥
匠
序
及
ご
吾
芦
巌
＂

怪
―
＿
尺
四
方
高
サ
―
一
尺
四
寸

寺ili津赤市町沢涸三第
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し
t
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N
か
t
s
z
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十
芯
：
t
卜
,
J
_

I
o
o
‘
4
'
1
0
さ
ー
r
s
`
9
,
T芯
｝

．

一

h
"
9
.
、
、
t
s
、
`
‘
i
'
o
c
、
↓
'
s
‘
、
L

↓
k
a
y
.
、
L
C
,
8
令

4
~
.
t
1
c
.
8
,
1
"
P
ー
、
べ
、
4
5
O
N
I
+
‘
‘
‘

露

永

十

八

年

池

田

光

政

が

花

晶

別

邸

を

仮

敦

揚

と

し

て

開

校

し

た

に

初

ま

る

。

寛

文

六

年

泉

八

右

衛

門

津

田

直

次

郎

に

命

じ

て

，

岡

山

城

内

松

平

五

郎

八

政

稲

の

哲

邸

を

修

繕

し

て

仮

學

館

を

設

け

．

花

晶

敦

場

を

巖

し

て

生

徒

を

移

し

た

3

こ

の

學

校

の

特

長

は

藩

士

の

子

弟

と

共

に

庶

民

に

門

戸

を

開

放

し

た

こ

と

で

（

二

I

)

建

物

も

狭

溢

を

告

ぐ

る

に

至

っ

て

宣

鬼

文

八

年

岡

山

市

西

中

山

下

祈

疇

寺

圃

乗

院

の

蔚

地

及

藩

士

の

家

宅

を

合

せ

て

校

地

と

江

戸

時

代

の

學

校

建

築

に

就

て

葦頭窓 疹頸窓
A' 

甚
頭
窓
我
唐
戸
登
顆
窯

゜
． 
．
 

． 
第
四
節

゜
講

堂

釜
頭
恋
戎
唐
戸

化

に

努

め

た

こ

と

は

明

で

、

そ

の

支

出

が

純

然

ね

る

．

私

人

の

負

婚

で

あ

る

も

の

を

私

塾

と

見

、

庶

民

の

初

等

敬

育

機

闘

な

寺

子

足

と

考

へ

て

差

支

へ

が

な

か

ら

う

3
私

塾

は

全

國

で

一

、

五

0
0程

の

多

数

に

及

び

寺

子

屋

の

数

は

文

明

元

年

開

業

の

も

の

を

叢

古

と

し

一

五

，

五

六

あ

り

賞

際

は

な

ほ

多

数

存

在

し

た

こ

と

が

考

へ

ら

れ

、

江

戸

時

代

に

於

け

る

國

民

文

化

が

如

何

に

．
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苓
賤
究

隆

盛

で

あ

ら

た

か

ゞ

認

め

ら

れ

る

。
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第
一
節

私

學

校

私

學

校

即

も

私

塾

と

寺

子

屋

及

び

郷

學

校

の

明

確

な

慨

別

は

立

て

難

い

場

合

が

あ

る

f

9

(

-

{

^

)

然

れ

ど

も

諸

學

者

は

何

れ

も

塾

令

を

持

む

子

弟

の

数

私

塾

の

主

な

も

の

は

京

都

の

講

習

堂

（

寛

永

年

間

）

近

江

の

藤

樹

書

院

（

5（慶
安

元

年

）

京

都

の

古

義

堂

（

一

九

ぺ

冤

文

二

年

）

大

阪

の

懐

徳

堂

ゑ

享

保

―

一

年

）

等

で

建

築

物

の

現

存

す

る

も

の

は

ほ

と

ん

ど

絶

無

で

そ

の

欣

態

は

明

で

な

い

？

然

れ

ど

も

藤

樹

書

院

古

圏

等

よ

り

考

へ

て

あ

る

も

の

は

私

塾

と

し

て

特

殊

の

平

面

を

持

ち

住

宅

を

兼

用

し

て

居

つ

た

こ

と

が

察

知

岡

山

藩

學

校

し

學

校

の

造

螢

に

看

手

、

新

建

學

校

輩

に

學

校

と

稲

し

た

。

（

ニ

ニ

）

＼

規

模

は

第

六

圏

（

!

J

i

l

l

)

の

如

く

南

よ

り

外

門

袢

池

校

門

講

堂

中

室

食

堂

と

一

直

線

に

整

然

と

蚊

び

、

東

に

菊

舎

蘭

舎

梅

合

橘

合

梧

舎

．

西

に

松

舎

竹

舎

柳

合

椀

合

杉

合

の

各

棟

が

建

ち

其

他

に

校

厨

文

庫

吏

合

の

数

第
三
章

現
存
藩
學
校
郷
墨
校
の
建
築

文
部
時
報
第
五
百
五
十
九
懺

（蔽校學範師子女山岡．）賊古校學藩恕UI岡

卜

9
,
.
 
ー

岡六節

せ

ら

れ

る

。

寺

子

屋

は

市

井

の

瞥

師

伶

侶

紳

官

平

民

等

の

経

腎

で

、

そ

の

多

く

は

住

宅

そ

の

ま

A
を

利

用

し

た

が

な

ほ

大

規

模

の

も

の

で

は

大

廣

間

を

設

け

‘

寄

宿

寮

の

設

備

も

あ

り

．

こ

れ

に

師

匠

の

住

宅

を

附

局

さ

し

た

特

＿

殊

の

建

築

物

で

あ

っ

た

こ

と

は

第

二

、

三

、

四

、

五

圏

（

二

0

)

に

依

つ

て

知

る

こ

と

が

出

来

る

。

一
六
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江
戸
時
代
3

て

へ`
f・ゞ
．ー．

直

ー

ー

9
閲

＝

竺

祠
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囮狛i平堂賢養藩豪仙

賓
膠
九
年
・

翠
に
養
賢

堂
と
改
め
t

プ[J

（月一年十和昭）裁外堂養賢藩褒仙 同三十第

岡二十

』

費

と
し
て
聖
堂
の
建
築
を
昆
な
か
っ
た
貼
て
あ
る
。
絃
で

g
 

会
る
こ

（月八年九昭）部内露講J→『同

棟
（
二
四
）
が
あ
っ
た
。
現
存
建
物
は
外
門
絞
門
及

び
疇
堂
で
あ
ろ
。

諧
堂
（
第
七
3

八
、
九
園
）
五
間
四
丙
の
大
廣

間
で
外
廻
り
一
間
通
り
廻
廊
吹
放
ら
、
屋
根
ぱ

綴
葦
の
如
き
破
風
の
小
ば
る
入
母
屋
砕
逗
本
瓦

葺
心
柱
は
内
柱
以
外
綿
て
灼
柱
、
側
壁
廻
り
叡

頭
窓
棧
唐
戸
を
附
し
｝
床
拭
板
敷
天
井
廻
廊
部

,
•
9
9
r

・
し

9
,
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•
9
9
,
’
'
,
•
9

t
し

r

し

．．．． 
r

＇・
 

~
I
~
.

f

,
.
,
"
9
,
9
1
1
"
'

ー1
1
•
I
1

ー

1
ー
ー
，
；
：
＇
ー
，

1
h
1
9
t

.
,
1
9
,
1
U
.
;
"
'
.

ぃ
げ
互
ー
．
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文
部
時
報

第
五
百
五
十
九
膝

岡九第

叡外門外上同

腋
門
々
心
附
し
．
夏

面
で
あ
る
3

る
に
何
れ

樽
造
手
法
も
示
し
て

居
る
が
3

そ
の
平
面

に
於
て
は
全

た
も
の
で
皐
絞
建
築
な
るめ

ら

茫

竺

殊

一
岡
）
切
妻
造
本
瓦
葺
四
脚
門
じ
LI

に
番
所
右
に°、1

~
 

に
野
し
て
新
嬌
瓢

と
し
學
舎
か
何
れ
も
南
面
す
る
如
く
整
然
と
配
僅
さ
れ
亡
計
聾

は
良
く
學
絞
建
築
の
襲
能
に
立
脚
し
c

．
嘗
代
の
敦
育
精
神
を
を

更

に
於
て
菫
要
な
の
は
藩
學
絞

切
奥
の
中
室
（
二
五
）
に
聖
位
か
胴
ら
わ
滲
中
室
は
現
存
し
な
い

が
、
第
六
国
よ
り
見
て
恐
ら
く
講
堂
と
同
様
の
構
造
手
法
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
ゞ
は
れ
る
。
こ
れ
江
戸
に
於
て
は
忍
岡

弘
文
館
の
時
代
で
あ
り
芯
學
狡
建
築
の
一
施
設
と
し
て
の
聖

堂
建
築
が
未
だ
重
要
観
さ
れ
な
か
つ
江
證
左
と
言
へ
や
う
。

第
二
節
仙
豪
養
賢
堂

冗
文
元
年
狡
地
を
北
三
番
丁
に
選
み
建
策
に
着
手
し
明

箋

倫
個
養
賢
，

堂
と
稽
し
霞

｛
い
に
初
立

る
。
賓
膠

四
年
學
問

所
を
北
一

番
丁
勾
嘗

豪
通
に
移

し
規
模
を

披
張
し
＂

職外門校上同

闊―-}、第

い
て
門
番
所
が
あ
り

閻十第

。

あ
る

門
と
し
て
全
く
特
異
の

シーで
L 

分
化
粧
屋
根
裏
，
そ

素
な
建
築
で
あ
る
3

0

狡
門
盆
叩
十
圏
）
外
廻
り
一
聞
近
吹
放
も
床
四
半
瓦
敷
。
天

井
化
純
星
根
裏
h

左
右
に
塾
舎
を
設
け
床
拭
恢
敷
．
天
井
特

は
綽
縁
天
井
で
馨
造
形
式
共
に
簡

が`



江
戸
時
代
3
學
校
建
築
に
紘
て

閂七十第（月一年十昭）馘玄南西上同

し
京
西
南
北
に
配
し
器
主
の
観
學
所
を
北
狡
に
敦
け
て
届
る
。
更
に
こ
の

周
刷
を
一
六
室
に
分
っ
て
岸
と
名
付
見
春
夏
款
冬
に
配
し
叉
十
二
支
に

依
り
名
翁
を
附
し
各
墨
課
目
に
依
る
殿
舎
と
な
し
た
。
外
迦
り
廊
下
は
序

と
云
ひ
東
西
南
北
の
四
庁
で
あ
る
。
各
室
何
れ
も
綽
綜
天
井
特
殊
意
匠
の

欄
間
を
設
け
化
職
長
押
を
巡
ら
し
六
葉
を
打
つ
。
只
殿
學
所
の
み
簡
素
な

が
ら
格
天
井
と
し
床
を
作
り
、
虎
雁
黄
鳥
等
を
掘
い
た
明
障
子
~
桐
鳳
凰

竹
等
を
描
い
た
襖
を
入
仇
て
居
る
J
玄
闘
ほ
京
西
北
の
三
個
所
，
京
の
み

入
暴
屋
造
，
他
ば
切
奏
と
し
組
物
藁
股
等
相
嘗
華
麗
に
取
扱
っ
て
居
る
が

他
は
構
造
形
式
至
っ
て
簡
箪
て
あ
る
。
聖
堂
は
養
賢
棠
の
前
庭
に
現
存
す

る
が
3

そ
の
規
模
も
甚
だ
小
で
叉
様
式
上
特
筆
す
べ
き
何
物
も
な
い
。

云

｛

t
i

n
E
 

仙
豪
養
賢
棠
の
特
異
撃
は
平
面
の
綜
合
的
な
虞
で
さ
計
院
者
の
優
秀
な

技
能
乞
推
察
し
得
る
が
さ
か
，
4

る
類
例
の
な
い
田
字
型
を
形
成
し
た
直
揆

の
過
哀
は
麟
堂
小
誌
に
彼
つ
て
碁
の
時
物
三
ざ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
叉
室
の
数
，
麟
謡
巧
襖
綸
等
個
々
に
就
て
も
何
等
か
の
誤
櫨
を

有
せ
し
め
た
こ
と
は
謡
北
浮
林
の
中
に
醗
明
さ
れ
て
届
る
c
m
さ

が
ら
そ
の
結
果
は
中
心
と
な
る
べ
き
壽
堂
の
規
模
他
藩
に
比
し
て
甚
だ
小

と
な
っ
て
居
る
。
従
っ
て
計
零
寧

こ

ら
し
め
に
要
因
は
一
に
仙
豪
藩
の
敵
育
方
針
が
庶
民
の

万
生
徒
毀
も
少
＜
階
級
的
の
考
慮
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
し
な

け
ね
ば
な
ら
な
い
c

根
攘
の
採
用
を
可
能
な

許
可
せ

二
）
金
澤
文
庫
は
學
談
と
し
て
叉
ぱ
く
箪
に
書
籍
の
菜
集
b

係
存
を
目
的

と
す
る
文
庫
で
あ
っ
た
と
も
言
は
れ
る
。

三
）
足
利
學
校
は
室
町
時
代
に
於
て
は
村
綬
て
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
て

は
睾
な
る
文
庫
に
過
ぎ
な
く
二
濡
學
校
と
し
て
活
動
し
た
の
は
切
治
元
年

よ
り
同
六
年
ま
て
の
短
期
間
て
あ
る
。
現
存
の
連
廟
諸
円
は
文
化
八
年
の

修
築
に
な
る
も
つ
て
あ
る
が
、
こ
の
意
味
に
於
て
A

本
論
文
に
於
け
る
藩

學
校
の
項
よ
り
省
略
し
た
。

(
-
―

-
)
S
e
mi
n
a
ri
o, 
C
o
l
l
eg
i

o

建
築
形
式
は
未
だ
判
然
と
し
て
居
江
竺
興

味
あ
る
問
題
て
あ
る
。

．

．

．

 

（
四
）
犬
象
遜
退
「
四
国
平
志
」
巻
一
は
精
細
な
湯
島
睾
堂
の
滸
革
翠
て
あ
る
。

此
れ
に
依
つ
て
そ
の
建
築
物
の
朕
況
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
末
る
。
本
論

の
記
述
は
主
と
し
て
大
日
本
敦
育
文
庫
學
狡
編
所
載
の
同
咎
に
依
る
。

羞疇瓢ジ：／ l 
、_ _ -- - - - --- --- ・- 9 | 

（載所謁l羹講）悩諏烏上同 協四寸•第

間
也
一

で
従
っ
て
少
な

安
永
六
年
翌
像

同．にサ・祉額之間前より打成＂間シ炉1見る召g
 
十年月

を
安
詈
し
亡
。
後
文
化
五
年
大
槻
清
卓
儒
員
と
な
り
同
十
一
年
酋
舎
改
作
の
命

春
疇
堂
の
新
築
を
開
始
し
翌
十
四
年
竣
工
し
た
。
（
二
き

明
で
ぢ
い
が
養
賢
堂
の
建
築
は
他
の
落
學
校
と
大
に
巽
な
り
3

翠
舎
疇
堂
御
座

集
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
附
屡
建
物
も
畢
頭
邸
宅
B

諸
生
學
寮
●
飼
槍
敦
場
等

か
つ
仁
こ
と
が
察
知
せ
ら
仇
る
。
現
存
の
も
の
は
他
に
聖
堂
及
び
門
が
あ
る
。

一
，
十
三
十
四
，
十
五
憎
．
十
六
，
十
七
薗
）
田
の
字
型
大
建
築
で
屋
根
棧
瓦

の
一
皐
も
學
と
云
ひ
講
堂
に
あ
て
，
っ
こ
の
周
園
を
四
直
に

（月一年十昭）間之央中上同 闘五寸••第

ー

叶

ー

a

I

I

`

文
部
時
報

第
互
い
五
十
九
盤

―!O 

闘六·I•第



（
三
）
露
文
六
年
の
掟
に
「
家
中
宗
子
八
歳
ょ
リ
ニ
十
歳
心
聞
入
詈
雲

第
た
る
べ
し
。
但
し
二
十
歳
以
上
の
名
蚊
に
庶
予
覧
た
り
共
品
に
寄
り

司
令
入
摩
事
」
と
あ
る
。

三
二
）
喜
髯
「
岡
山
藩
學
校
史
」

（
三
こ
こ
の
閻
は
費
永
以
餞
の
も
心
。
て
創
設
嘗
初
よ
リ
ぱ
狡
地
や
＇
～
縮
小

さ
れ
て
居
る
が
瓜
要
部
分
に
は
愛
夏
が
な
い
。

三
四
）
稜
舎
（
三
六
帖
、
藩
主
臨
厚
休
憩
所
）
竹
會
柳
合
（
三
六
帖
b

詞

武
所
）
愧
舎
、
移
合
（
學
寮
）
輔
仁
師
（
一
四
五
帖
、
史
員
休
憩
所
）
樗
合

（
一
四
帖
、
勘
定
所
）
栢
含
(
=
=
-
0
鮪
轄
臨
以
下
授
虞
犀
所
）
梱
舎
（
四

嘉

、

主

霊

璧

喜

墨

翠

所

）

祗

喜

食

言

帖

，

授

讀

所

）

詈

（

言

贄

習

齢

所

）

甕

星

（

一

七

贄

庶

盗

喜

（
二
巴
岡
山
藩
學
校
に
於
け
る
孔
子
の
帥
位
は
寄
軸
に
し
て
繹
菜
（
孔
子

を
祈
る
伍
式
）
も
建
設
よ
リ
お
く
れ
、
天
和
コ
年
よ
り
講
堂
に
て
初
め
ら

9

>

U

c

 

i
ア
ぃ

（

二

さ

襲

叫

七

八

頁

3

三
七
）
平
翠
表
祁
「
養
界
羹
喜
、
欝
掌
盆
ご

（
二
八
）
謡
曲
ば
汗
林
「
（
前
略
）
抑
此
諧
堂
と
申
は
。
堂
の
四
方
凡
そ
二
十
五

叫
棟
は
九
つ
田
字
の
ご
と
く
。
先
中
央
の
一
室
は
大
術
に
い
青
見
悲
讐

敷
は
五
十
輯
。
四
面
に
高
く
褐
る
は
。
是
こ
そ
十
二
詔
卦
の
か
た
4

り
。
其
絢

う
し
ろ
右
左
i
i
,
。
四
間
特
陰
陽
太
少
の
位
3

裳
と
。
合
て
是
は
四
十
虚
な

り
。
（
中
略
）
床
の
左
・
布
の
斑
と
松
元
亨
利
負
の
四
徳
を
表
し
。
扱
又
左
り

の
其
障
子
。
蜂
嬌
と
肌
鵡
翠
露
る
ほ
。
是
宥
臣
の
義
夫
鯰
3

別
。
右
の
障

子
の
虎
と
應
。
是
こ
そ
父
子
と
兄
弟
竺
線
序
の
逍
を
示
す
な
り
3

（
中
略
）

其
次
は
十
二
室
。
．
十
二
完
3

堡
の
敷
数
は
。
月
次
の
日
敷
を
衷
し
。
四
開

匂

字
i
)
享
保
時
代
に
於
こ
塁
校
は
衰
微
の
拡
に
逹
し
て
居
た
。
日
本
繹
浣

叢
魯
巻
ー
『
三
七
0
頁
「
娘
山
院
溝
秘
組
孟
墨
に
て
徳
日
附
座
禅
髯
雰
菱

候
（
中
略
）
先
日
に
直
夢
の
人
七
人
有
之
由
に
贄
其
後
も
半
日
共
に
瓢
衆

わ
づ
か
の
儀
と
由
＇
恢
、
後
に
は
有
之
閏
墨
震
甲
候
j

（
さ
譜
野
貞
「
建
築
史
上
よ
り
見
た
る
古
社
寺
の
災
害
」
建
築
鵜
謬
＝
又
輯

四

｝

竺

戟

ご

―

二

頁

（

大

正

十

＝

＝

年

三

月

）

：

●

蔵
田
東
湖
「
弘
這
餘
建
設
の
由
京
」

こ
の
摸
型
は
現
に
水
戸
彩
考
餡
究
庫
に
保
・
仔
さ
れ
て
居
る
そ
う
て
あ
る

讐

喘

者

0

昭
和
十
手
一
月
紡
．
ね
た
時
は
管
四
人
不
．
在
Q
錫
逍
憾
な
か
ら

調
査
す
る
欄
を
得
な
か
っ
た
。

（
七
）
大
正
裳
火
災
に
蛉
失
し
）
昭
和
九
年
ほ
ゞ
同
終
区
も
Q
が
、
耐
火
臨

造
に
依
つ
て
役
膜
さ
れ
た
。

ズ
）
正
保
四
年
長
崎
市
京

r-l
i
r
に
創
建
b

露
永
四
年
移
隷
正
徳
元
隻
硲
成

し
た
。
唐
風
探
式
を
用
ひ
輪
奥
の
美
を
稲
め
た
と
言
は
れ
る
が
、
現
在
の

も
の
は
葱
建
築
を
移
膊
に
際
し
規
旗
を
小
に
せ
る
も
心
で
~
倦
か
に
正
殿

及
び
杏
概
門
が
祗
人
の
有
に
社
つ
て
居
る
。
奢
者
の
昭
利
九
．
1

乎
八
月
防
ね

た
虔
に
依
る
と
大
成
殿
は
規
摸
む
小
る
い
〈
天
井
3

一
部
、
同
評
詞
上
の
棚

間
彫
刻
嫁
に
藷
建
物
3

商
影
を
認
め
、
杏
境
門
は
向
唐
門
て
腋
円
を
附
し

李
ヽ
菊
形
の
ま
4
て
あ
る
と
言
は
れ
る
が
も
大
學
の
文
を
書
し
た
丹
塗
扉

に
の
み
異
色
｝
と
認
め
た
e

飯
田
須
賀
斯
「
長
崎
に
於
け
る
支
那
建
築
」
東
方
學
戟
五
腕
二
九
二
良
。

（
九
）
西
村
天
囚
「
尾
限
敬
公
」

名
古
尻
市
史
墨
蕊
編
所
載
「
朋
倫
堂
」

(

l

 

0
)
「
H
本
敦
育
史
委
料
」
文
部
省
綱
に
依
る
建
設
年
代
3
朋
な
忍
竺

文
部
時
報
第
五
百
査
十
九
絨

．芍 9

3

四
間
心
墨
り
設
は
囮
季
の
土
J
l
l
を
象
｀
謬
リ
。
其
次
四
方
へ
廻
れ
る
間
忍

四
つ
に
分
し
は
。
東
西
南
北
四
方
幻
位
。
（
飯
略
）
i
『
こ

？
~
~
、：し』

も

ニ
ニ

（
二
）
大
熊
喜
邦
「
江
戸
時
代
住
宅
に
欅
す
る
法
令
と
そ
の
影
響
'
]
建
恕
睾

讐
責
塁
0
輩
五
四
七
頁
（
大
正
十
笠
＇
月
）
Q

（
三
）
熊
棒
蒋
山
「
大
學
塁
四
日
本
襲
誓
魯
1

巻
i
六
四
頁
「
（
前
略
）

治
國
平
天
下
は
心
を
王
し
く
す
る
を
本
と
す
。
是
政
0
第
二
り
ぶ
り
。
其
上

貸
詣
侯
を
親
し
み
給
ひ
｀
．
父
子
Q
如
く
心
服
す
る
は
學
校
あ
る
に
よ
っ

盃

」
r
}

(
-
=
i
i
)
痰
生
祖
線
「
政
談
」
日
本
親
演
叢
書
一
一
一
巻
五
二
七
頁
「
大
抵
五
百
石

讐
物
入
に
て
は
學
鱈
詞
摩
る
こ
と
也
（
中
略
）
十
萬
石
以
上
に
は

喜
の
物
入
は
心
安
き
J
"
)
~
上
よ
り
被
仰
付
ば
何
れ
も
塁
末
す
べ
く
叉

不
被
仰
付
と
も
仕
方
に
寄
つ
て
自
ら
何
れ
も
成
立
つ
る
こ
と
に
も
可
成
。
」

(
i
四
）
深
川
欲
盛
所
「
享
保
―
―
一
年
」
島
町
敦
授
所
（
窯
政
三
年
）
麻
布
敦
授
所

（
天
保
四
年
）
。

'
(
]
五
）
石
川
稼
「
日
本
庶
民
巖
育
史
」
三
六
頁
に
依
る
と
第
學
校
中
に
は

そ
の
維
持
方
法
、
民
間
有
志
者
の
寄
附
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ご
六
）
寺
小
足
り
意
猶
は
詣
學
者
に
依
つ
ズ
異
る
。
恣
者
は
建
築
史
的
立

場
よ
り
寺
院
に
輯
係
な
し
と
す
る
乙
竹
筐
醤
士
，
石
川
謙
氏
の
詫
を
採

る
（
一
七
）
日
本
敦
育
雰
資
料
文
部
省
編
に
依
だ

（
一
さ
近
江
高
島
璽
肯
柳
村
に
逍
跡
沿
あ
る
。
門
，
誓
庫
を
除
い
て
現
存

の
建
怖
は
削
立
常
時
の
も
の
て
な
い
亮
昭
和
・
匹
予
八
月
署
者
の
訪
ね
た

と
き
は
同
所
に
燒
失
前
建
築
の
古
平
商
飼
か
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
。

二
九
）
京
都
市
東
堀
川
下
立
賓
に
逍
跡
が
あ
る
。
書
庫
を
除
い
て
現
存
の

恋
3
は
創
立
露
時
の
も
心
て
な
い
ウ

（
二
0
)
乙
竹
岩
造
」
目
本
庶
民
敦
育
史
」
上
巻
所
載
Q
踪
に
依
る
。
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第

五
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五
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よ

芯

寧

九

八
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額

一

月

日

詈
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翌

八

一

ー

百

「

き

l

―
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0
弩
＝
l
＝
-
i
-
一
一
彎
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i
i
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=
=
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1
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1
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迄
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右

＇

ノ

内

敬

員

給
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芸

＾

柔

竺
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ス
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l
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K
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＿

哭
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習

l

一

へ

言

醤

一

言

言

質

一

奏

｛

竺

ー

翌

ス

ル

敦

員

毀

芸

一

迄

一

全

忠

＝

i

0

写

和

―

―

―

ぶ

11.學

臨

時

部

芸

貧

，

―

-

三

昴

ー

0

i

『

O
-

g

=

ー

一

言

一

h

-

l

]

攣

一

言

玉

一

丸

固
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一

l

，こ
9

-

蓋

息

賃

＝

豆

貪

き

i

=

-

『

=

=

=

l

-

-

=

-

'

-

h

-

へ

へ

＾

一

l
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―
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、

翌

0

在

心

老

呵

一

〇

〈

一

芝

塁

竺

＝

苓

一

i

一

―

只

喜

で

き
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]

一

ぺ

i

-

0

茨
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、

実

D

I
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七

翌

彎

一

只

弓
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言

藝

-
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-

.

i

-

塁

よ

娑

き

，

盆

―

―

六

四

‘

塁

ぎ

垂

i

一

言

盆

―

―

-

0

1

言

一

言

醤

言

―

-
I

字

＝

ー

ベ

0

0

言

き

号

芸

竺

醤

九

！

，

1

-

言

臭

i

-

、

i

-

0

0

1

ー

，

塁

羹

＝

言

至

豆

一

、

窒

六

〈

g

‘

璽

i

-

i

、

言

―

―

_

i——————-=-— ー

・

一

『

遍

＝

言

さ

娑

，

，

0

i

-

K

l

-

f

i

(

i

〈

-

l

i

〈

四

0

で

言

｛

―

-

言

塁

一

『

皇

)

-

―

-

4

-

i

八

＝

＇ 

i

t

-

‘

這

―

i

=

=

『

i

き

認

，

0

羮

二

羹

1

[

i

-

l

-

l

 

這

皇

論

芙

―

ー

一

号

癸

七

―

h

-

0

.

。

塁

一

や

、

―

-

o

g

云

『

一

＝

―

一

塁

喜

ぎ

吾

盆

、

六

菜

写

言

益

0

言
―
一
ぷ
羹
―
-
0
呵
〇
や
―
―
―
1
0
^
i
（
べ
迄
―
―
ー
交
＝
i
g
o
哭
ぺ
醤

•
9
9

ー
ー
、
．

I
•
9
1
,
'
,
.
,
•
9
9

、

9
,
9
•
9
.
i
,
'
~
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/—一＾ーーへ
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計
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＂ヤ
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翌
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誕

ス内

｀敦
員員
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計
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竺

ー
ベ
g
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吾

a



文

敦

問

答

r、

一国

□四
文

部

省

沿

（
明
治
天
皇
御
製
一
―

文
部
時
報
敗
善
一
週
年
に
際
し
て
i
:
.
,
.
.. ,. ... 

昭

和

十

年

度

文

部

省

親

學

委

員

復

命

書

抄

文
部
時
報
編
纂
委
員
一
同
．
，
…
…
il

英闘
鸞
及
手
エ
・
・
°
,
.
。
o
.. 
。
・
。
・
文
部
省
塁
塁
委
員
東
京
美
術
學
翌
晨

長
野
縣
浦
里
疇
繋
饗
長

農
村
誕
生
と
本
校
の
数
育
：
゜
o
,
.. 
o.hの●●●●
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

,
.

.

.

 

。

・

同

青

年

學

校

長

村
勝
爾
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三

之
助
・
・
・
3
•
一
一
｝
七

健
吉
・
。
；
：
四

0

吉

．．
 
。
・
・
四
二

草
略

5
i
;
.
。
•
a
o
o
..... 。
°
・
・
・
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
・
・
o
o
o
.
}
蓋

告
示
・
ら
9

9

.

.

.

 

g
 
.. 。
・
文
部
省
告
示
第
三
百
七
撃
（
田
川
商
工
窒
務
學
狡
開
校
期
日
愛
更
認
可
）
•
同
第
三
百
八
蒻
（
小
學
國
語
讀

穂

賃

癖

令

（

自

昭

和

古

年

八

月

+
-
H
至
同
一
i
+
H
公
表
ふ
等
）
．．．．． 
。．．． 
°●0
 .
.
 

o
 
... oa。
.... 9
•…
…
…

0
,。
•
e
o
o
.
o
.. …
…

•
•
0曇
・
・
・
七

0

彙
報
…
。
・
。
：
；
魯
賢
儡
書
ー
寅
業
學
校
長
認
可
1

公

民

教

育

靡

座

開

殷

ー

誓

塁

ー

喜

餞

「

レ

コ

r
ド
」
推
皐
ー
活
勁
寓
追
「
フ
ィ
ル
ム
」
認
定
ー
ー
昭
和
十
一
年
度
餡
二
豫
備
金
支
出
ー
ー
、
大
日
本
史

料
出
版
ー
休
職
滴
期
ー
退
職
ー
ー
死

o
o
.
。
•
o..... 。・・・七九

日

昭

和

九

年

度

文

部

統

計

摘

要

（

き

：

o

e

o

... 。・・・・・゚
：
．．．．．．．．．． 
。．．．． 
。，；合●●
4

0

.

.
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....... oeo .. 
。・。
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：゚
．．．． 
。．．．．．．． 
0

,

八
四

ふ
i
吾
口

昭
和
十
一
年
度
地
方
費
豫
算
（
五
）
・
0
9
0
.
0
0
8

●o
........ °●o ........ 。
•
。............ o
 
.. 。...... o
 
...... 。... i
:
g
 .. 。・・・・・八九

上

農

山

漁

村

に

於

け

る

學

校

賓

際

L
ゃ

へぞA

圭
犀
：
゜
o
.
。
•
2
.
o
o
・
・
文
部
省
親
學
委
員
輻
岡
高
等
學
校
敦
授

江
戸
時

學

校

建

築

に

就

了

心

・

・

・

・

言

疇

麟

疇

麟

敦

育

書

道

の

＇

理

念

：

。

疇

瓢

麟

麟

”

東

北

地

方

巻

頭

移

植

民

敦

育

：

．．． 
麟

麟

王

竺

疇

文

部

時

報

'
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賀 内
城

戸

石

糠

啓

十

郎

第

玉

百

六

十

競

目

次

一
七



江
戸
時
代
の
學
狡
建
築
に
就
て

七
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見
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
は
あ
る
ま
い
か
。
兒
窯
に
ほ
兒
宣
紀
特
育
｀
ー
は
ウ
プ

社
結
罷
と
筆
使
ひ
が
あ
る
。
書
を
翠
な
る
技
能
科
と
す
ぎ
ば
ら
ば
問
題
は

注
い
か
も
知
虹
ぬ
が
、
，
少
く
と
忍
美
的
陶
冶
定
含
む
東
洋
藝
術
の
一
科
と

し
て
の
習
字
や
警
方
と
す
る
た
ら
ば
触
今
少
し
自
由
な
表
現
も
鑑
賞
も
あ

つ
て
然
る
可
き
だ
と
思
ふ
。
例
へ
ば
暫
二
ニ
二
年
に
於
て
謀
す
る
輩
獨
憬

の
平
恨
名
は
王
年
る
六
年
で
諜
ず
る
連
綿
の
平
似
名
と
は
そ
の
趣
き
を
異

に
し
て
差
し
閏
へ
た
い
と
息
ふ
。
何
と
注
紅
ば
―
つ
は
楷
書
の
中
に
詞
和

す
る
強
い
獨
草
的
の
も
の
で
あ
り
，
他
は
行
書
と
調
和
す
る
草
骰
名
で
た

次

の

第

四

ぱ
迂
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ

由
来
東
洋
の
謬
翌
は

て
書
道

そ
は
骸
育
書
道
と
宜
用
書
道
乃
至
餘

技
書
道
と
亙
別
す
べ
き
重
要
社
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。々
道
と
呼
ば
れ
一
藝
一
能

こ
と
に
よ
つ
て
同
時
に
人
間
を
つ
く
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ

た
。
こ
と
に
書
道
に
於
て
は
詞
に
も
述
べ
た
如
く
心
賓
證
が
熊
統
的
信
念

と
な
っ
て
ゐ
る
だ
け
人
格
性
と
寄
按
た
闊
聯
を
保
つ
て
束
た
。
彼
の
顔
鍔

卿
の
書
は
之
を
賃
ぶ
も
誼
手
昂
の
も
の

第
三
節

伊
賀
上
野
槃
廣
堂

左
は
長
屋
に
て
藩
皐
生
の
寄
宿
寮
で
あ
っ
た
。

し
て
は
奸
き
だ
が
之
を
習

つ
て
ゐ
る
こ
と
を
人
に
隠
す
と
云
ふ
や
ら
，
な
こ
と
の
行
は
れ
た
の
忍
，
つ

津
藩
の
藩
學
枝
た
る
有
造
餅
の
分
校
で
文
政
四
年
普
請
奉
行
渡
邊
高

嬰
西
庄
原
左
衛
門
に
依
り
建
築
せ
ら
れ
た
。
規
模
は
南
に
正
門
を
開
き

中
央
に
疇
堂
そ
の
他
附
駈
詣
室
を
設
け
室
の
西
有
恒
寮
（
，
寵
兒
修
暴
所
漏
心

齊
舎
（
武
道
揚
）
育
生
寮
が
あ
っ
た
。
現
存
の
も
の
は
講
堂
及
附
島
建
物
正

門
御
成
門
で
あ
る
。
（
二
包

需
堂
〈
第
十
八
，
十
九
閻
）
入
母
屋
造
棧
瓦
葺
七
聞
四
方
の
大
廣
間
で
外

側
腰
高
障
子
を
入
れ
，
門
部
側
姻
り
化
粧
犀
扱
裏
そ
札
よ
り
床
一
段
高
く

角
而
取
柱
を
建
て
，
柿
縁
天
井
響
造
手
法
簡
素
で
柱
上
部
肘
木
化
粧
長
押

六
葉
を
打
つ
。
大
玄
闘
は
入
母
屋
造
、
柱
上
部
大
斗
肘
木
各
室
天
井
は
綽

縁
長
押
を
巡
ら
し
六
葉
を
打
つ
こ
と
講
堂
と
同
様
の
手
法
で
あ
る
。

正
門
（
第
二
十
闘
謡
切
妻
棧
瓦
葺
の
長
屋
門
で
，
門
柱
門
扉
柱
型
朱
漆
そ

の
他
日
漆
喰
誤
俗
桐
赤
門
の
名
が
あ
る
J
右
方
は
門
番
所
出
格
子
あ
り
、

ま
り
顔
氏
は
忠
烈
無
綺
言
士
で
あ
り
，
手
昂
は
そ
の
節
操
忙
於
は

し
い
獣
が
存
す
る
と
云
ふ
や
う
な
考
へ
か
ら
畠
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

宋
の
靡
試
は
「
入
貌
有
I
I

好
醜
二
団
男
子
小
入
之
態
不
五
可
，
掩
也
。
言
有
1
l

欝
訥
1
而
雪
ず
が
入
之
氣
不
紆
巖
賢
書
有
『
1

エ
叫
若
子
小
人
之
心
不

缶可
5

吼
也
」
と
述
べ
＼
租
明
道
は
「
作
に
子
須
＞
敬
」
と
の
命
令
的
言
爵
を
用

吐
て
ゐ
る
Q
か
＼
一
る
黙
か
ら
考
察
し
て
今
日
の
小
，
中
皐
狡
の
書
方
評
，

習
字
科
と
云
ふ
忍
の
が
多
く
こ
の
精
前
性
を
忘
肛
て
徒
ら
に
緒
果
主
養
に

餡
h
へ
賞
用
的
功
刊
的
打
算
の
み
こ
と
4
し
＂
手
習
道
に
よ
る
欝
観
性
の

数
養
と
云
ふ
や
う
な
こ
ど
を
忘
肛
て
ぬ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
教
育
書
道

の
本
質
は
一
枚
の
よ
り
よ
い
清
書
を
作
る
こ
と
で
は
注
く
し
て
A

「
こ
札
の

振
ふ
一
管
の
筆
忙
自
「
[
]
の
全
生
命
を
託
し
て
三
昧
無
碍
に
習
び
行
く
過
程

そ
の
も
0
紅
存
す
る
と
云
つ
て
忍
よ
い
。
そ
し
て
賓
用
的
書
窮
能
力
の
捩

充
の
如
き
も
そ
こ
か
ら
自
繋
に
生
束
す
る
も
0
で
あ
る
。

以
上
吾
々
は
敦
育
警
這
の
理
念
と
し
て
四
つ
1

乞
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
｀
＇

か
く
し
て
裂
育
書
道
の
本
質
は
蓼
術
書
道
の
追
従
で
も
な
く
p
呻
真
用
害
逍

の
も
な
く
，
そ
れ
自
身
獨
目
の
天
蛾
の
存
す
る
こ
と
を
自
覺
せ

に
敦
育
書
道
の
行
手
は
寧
ろ
此
の
宣
用
魯
道
と
藝

に
あ
る
と
云
つ
て
も
よ
い
。

御
成
門
〔
第
二
十
一
園
）
葉
瞥
門
で
明
沿
年
間
移
築
さ
れ
場
所
は
薔
と

異
る
。崇
廣
棠
は
藩
學
校
中
分
絞
に
謁
し
て
居
る
か
ら
そ
の
規
模
決
し
て
大
と

は
言
得
な
い
。
且
つ
欝
造
も
他
藩
學
絞
忙
比
し
て
甚
だ
粗
末
で
あ
る
。
こ

紅
は
雷
絞
建
設
の
諭
滓
言
。
こ
に
見
る
如
く
嘗
時
の
落
財
政
の
困
難
で
あ
っ

た
結
果
で
あ
る
が
，
な
ぽ
か
＼
↓
る
大
謡
堂
の
建
築
を
敢
て
興
し
た
の
は
文

化
文
政
に
於
け
る
學
狡
建
設
が
如
何
に
隆
盛
で
あ
っ
た
か
を
-
'
示
し
て
居

る
。
又
そ
の
特
異
帖
は
聖
掌
疋
持
た
た
い
こ
と
で
あ
る
。
然
し
津
に
於
け

る
有
追
誼
に
は
大
成
殿
が
建
築
吃
ら
仇
た
か
ら
（
三
ご
分
校
た
る
崇
廣
堂
で

は
繹
演
的
に
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
恋
の
で
、
二
回
飩
に
文
化
・
文
政

の
儒
學
紀
劉
す
る
観
念
の
轡
革
を
示
せ
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
節

水
戸
弘
道
館

天
保
十
一
年
弛
川
齊
昭
學
校
建
設
を
企
て
水
戸
城
南
＝
i
の
丸
と
北
三

の
丸
の
池
士
六
夫
の
宅
十
二
匿
を
移
し
建
築
に
着
手
同
十
二
年
峻
工
し

名
古
屋
高
等
工
業
學
狡
助
数
投
城

戸

江
戸

簗
に

ヽ
~（

＼
 

て
ニ

術
書
道
の
辮
證
的
褒
展

四

幹

性

文
部
時
報
穿
五
百
六
十
彗
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六



學
校
建
築
に
就
て

一
九

し
て
居
る
。
内
部
は
各

至
枠
綜
天
井
化
粧
長
押

を
巡
ら
し
た
の
み
で
あ

る
。
御
書
院
は
他
藩
學

絞
の
露
堂
に
相
嘗
す
る

も
の
で
水
戸
藩
弘
道
館

が
そ
の
規
模
雄
大
で
あ

る
に
か
＼
＾
わ
ら
す
f
大

廣
聞
型
の
譜
堂
を
持
た

な
か
っ
た
こ
と
は
う
こ

の
藩
の
皐
狡
建
設
の
主

旨
が
未
だ
庶
民
裂
化
に

至
ら
な
か
っ
た
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。

聖
堂
外
門
（
第
二
十
七
、
二
十
八
薗
）
揺
写
堂
は
一
二
間
四
方
入
母
屋
造
本
瓦

葺
の
建
物
で
、
園
柱
上
部
組
物
を
つ
け
華
頭
窓
蔀
戸
を
設
け
た
和
唐
混
交

様
式
で
阿
部
格
天
共
床
瓦
敷
中
央
忙
黒
漆
塗
扉
の
あ
る
聖
壇
を
設
け
て
居

る
。
大
棟
の
隋
端
に
異
様
な
鳥
形
の
蛮
吻
を
つ
け
留
蓋
瓦
忙
猿
を
用
び
、

幾
分
異
椋
な
手
法
を
行
っ
た
節
を
認
め
ら
れ
る
が
や
そ
の
根
本
の
幕
造
様

式
江
戸
末
期
よ
り
一
歩
も
出
て
居
な
い
・
3

外
門
は
四
脚
門
圃
柱
で
聖
堂
と

職外門成御上同

職外門正常殷崇野上賀伊

図一十二第

ー
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／
 

こ
。
（
三
二
）

、T萩
明
倫
館

と
共
柁
最

も
近
世
に

属
す
る
忍

の
で
，
そ

の
規
模
忍

頴
る
大
き

く
（
第
二

十
二
圏
）

正
門
よ
り

正
膨
3

疇
号

紅
て
北
に

文
館
南
に

武
館
，
聖
堂
。
鹿
島
祠
記
、
弘
道
館
碑
（
き
＝
D

を
蔽
っ
た
八
卦

堂
そ
の
他
附
屡
建
物
か
聰
然
と
建
築
さ
れ
た
。
現
存
の
も
の

は
正
門
正
息
聖
堂
八
卦
堂
銃
棲
で
あ
る
。

正
認
（
第
二
十
二
，
二
十
三
，
二
十
四
，
二
十
五
圏
迄
棧
瓦

贅
書
院
造
複
雑
｀
な
平
固
型
で
二
部
に
分
れ
笞
1

は
御
書
院
他

は
御
座
間
を
中
心
と
す
う
こ
れ
を
長
廊
下
で

同
じ
く
棟
飾
旦
四
）
に
の
み
異
色
が
あ
る
。

正
門
（
第
二
十
六
園
）
本
瓦
葺
四
脚
門
で
あ
る
。

水
戸
弘
道
館
で
は
疇
堂
を
有
せ
ず
。
目
書
院
で
そ
の
目
的
訂
逹
せ
ら
汎
、
J

聖
堂
の
建
築
忙
幾
分
支
那
風
の
趣
を
出
さ
う
と
し
た
黙
が
現
は
れ
て
居
る

の
は
注
意
さ
紅
る
べ
き
で
あ
ら
う
、
｝

第
五
節
惹
明
倫
館

享
保
三
年
毛
利
吉

冗
坂
時
存
八
谷
通
良

営
作
に
任
じ
藩
學
を

興
し
た
に
初
ま
る
。

聖
堂
を
本
堂
と
稽
し

學
問
寮
手
否
兵
學
射

術
襲
式
槍
術
創
術
等

の
學
舎
が
建
築
さ
れ

た
。
（
第
二
十
九
躙
）

後
嘉
永
二
年
計
會
の

朕
勢
に
應
じ
毛
利
跛

隷
地
を
改
め
規
模
内

容
共
頗
る
大
た
る
藩

學
を
建
築
し
た
。
（
第

個十二冷食

玉ょ・ 立ことこ年：ミ・ニ•土云テ亡=一．．． ．→ゞ―-、-••‘" 

□ 1 I 叶忍・←ー・＿...¥'SSS----・・・・+
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江
戸
時
代
臼
學
校
建
策
に
就
て

（こ！ •栂已型畏）嵯迄コ芋歪十字「耳

(
H
I
舟
＇
ナ
言
塁
喜
晨
言
言
互
詞
塁
晶

亙rr+II濡

主
な
る
建
物
と
し
て
は
南
門
聖
廟
奢
堂
諸
生
寮
御
殿
瞥
學
館
そ

他
姻
術
槍
術
射
術
揚
及
び
敦
官
住
宅
で
，
現
存
建
物
と
し
て
は

國
修
行
者
引
請
の
紐
術
諭
術
場
と
環
萩
市
悔
潮
寺
本
堂
と
た
れ

る
翌
廟
等
で
あ
る
3

一
園
）
襲
瞑
嘗
時
0
位
置
に
あ
り
9
・

星
造
棧
瓦
葺
外
郊
堅
板
張
内
部
は
姻
術
場
槍
術
湯
及
上
覧
場
そ
の

他
の
小
室
で
b

江
戸
時
代
こ
の
稽
建
鞠
の
餘
影
を
偲
え
て
居
る
。

聖
堂
冨
雪
一
十
二
圏
迄
明
治
九
年
現
，
正
の
悔
潮
寺
本
堂
に
移
さ
れ

た
入
羅
厨
造
本
瓦
葺
の
大
堂
で
あ
る
。
正
面
突
畠
部
分
破
風
飾
化

醤
学
室
扁
挺
河
斧

亘
耳
'
『
1

日
唸

津如三意行互 亘：日」1漆

庭

（月一年十和昭）I盈l眠見而平節滸弘戸7k

二

閻二十二第

闘鷲館逍弘戸水

（月・ー年十和昭）

同三十二第

文
爺
時
報
第
五
百
六
十
嬌

己



寛
文
八
年
岡
山
藩
主
池
田
光
政
備
前
和

氣
郡
木
谷
村
に
手
習
所
を
設
け
b

同
十
年

津
田
光
忠
に
命
じ
學
狡
を
建
て
閑
谷
學
絞

と
稽
し
た
に
初
ま
る
J
後
十
二
年
慇
房
及

び
飲
宝
成
り
延
賓
元
年
講
堂
、
同
一
~
聖

江
戸
時
代
の
學
校
建
築
に
就
て

箋
＝
手
一
岡
懇
市
海
潮
寺
本
堂
全
景

（
窃
明
倫
館
瞑
蓋
）
（
昭
和
九
年
八
月
）

形
を
上
け
た
の

文
部
時
報

第
五
百
六
十
鱗

‘ヽ

京
裏
八
帖
）
中
室
ニ
ニ
帖
碕
言
二
帖
）
及
び

一
間
通
り
入
側
を
巡
ら
し
た
。

菩
は
聖
壇
を
中
心
と
し
て
西
房
家
房
：
9

八
帖
漏
西
烹

鷹
で
あ
る
Q
只
大
椋
雨
端
に
銅
板
張
の
大
な
る
沓

粧
長
押
欄
間
等
純
露
代
の
手
法
で
あ
る
が
相
嘗
蔀

固之館古航倫明萩

（月へ年大和昭）

()『一年1手11昭））豆偲入f:ii子孔上1祠j]

囮九十二襄芯

謬
堂
親
存
せ
ざ
れ
ど
も
九
〇
帖
敷
の
大
慶
間
に
て
匠
誤

入
母
屋
造
前
面
忙
の

萩
明
倫
酋
は
現
存
藩
犀
絞
中
最
忍
近
批

第
六
節

岡
山
藩
閑
谷
學
校

堂
が
建
築
ぜ
ら
れ
、
。
同
五
年
講
堂
の
茅

呈
を
瓦
屋
と
注
し
貞
亨
―
冗
年
従
粛
の
堂
裳

を
改
築
し
薪
聖
堂
が
成
っ
た
。
元
藤
十
四

年
新
譜
堂
釣
房
習
藝
齊
飲
室
が
建
築
さ
れ

た
。
(
-
言

現
存
の
郷
學
狡
と
し
て
そ
の
規
模
を
知

第
三
十
二
図
萩
明
儲
俯
錬
術
槍
衛
場

固．八十二：第

（月八年九和町（甑校學小倫明市談）固館倫明萩

あ
る
た
め

叫
そ
の
規
模
も
他
に
見
ざ
る
完
備
せ
る
の
と
聖
堂
の
純

る
嘗
代
の
手
法
を
路
襲
し
た
勘
観
る
べ
き
で
あ
る
。

涸十三第

景全校學谷閑市山岡 闘三十三第



平
面
に
於
て
入
口
を
左
右
に
別
け
東
階
西
階
を

設
け
た
の
は
岡
山
落
講
堂
と
同
時
に
や
入
特
異

の
黙
で
あ
る
。
G
-
H
^
)

狡
門
盆
幻
四
十
二
、
四
十
三
園
）
聖
堂
の
前
面

に
あ
り
。
鶴
鳴
門
と
云
は
れ
る
。
切
妻
造
本
瓦

葺
の
雨
脇
に
袖
を
附
し
門
番
所
を
形
造
っ
た
特

殊
の
平
面
で
b

正
面
開
口
追
持
型
と
な
し
大
棟

江
戸
時
代
の
學
狡
鵡
築
に
就
て

了
翌
了
f
s
，い＇‘辛ー芸，
9

↓
葛
＋
塁
口
：
｀
芦
巧
専
'
9

塁
認
↑
区
了
姿
5
,
I
唆．

（月八年九和IJ月）部内幽請上同

。西図 的素，臼

階 階

同七十三第

（月八年九和昭）廊外堂扇靡上同

（月八年九和昭）園取見而平堂疇叫

そ11 9,9尺 F ¥c，尺

問!!fl十三第

り
得
る
も
の
本
校
の
み
で
責
重
な
遣
鬱
で
あ
る
。
現
存
の
聖

堂
（
大
成
殿
胴
堂
そ
の
他
厨
文
庫
）
校
門
、
靡
堂
？
公
門
、
習

藝
齊
）
飲
玄
弓
釣
犀
；
飲
室
門
~
絞
厨
門
の
外
に
茅
屋
で
は

あ
る
が
敦
官
住
宅
皐
房
習
字
所
厨
舎
客
舎
倉
庫
の
類
敷
棟
が

あ
っ
た
3

殊
に
學
舎
と
寄
宿
舎
と
の
境
に
防
火
の
危
埠
を
周

園
に
叉
竪
固
な
石
壁
定
設
け
巌
然
た
る
二
昴
劃
を
形
成
し
て

（月一年十羽1昭）閾玄堂謬疇J

文
部
時
報
俵
四
日
六
十
鱗

闘互十三第

闘八十三猿

に
鱗
を
上
げ
木
鼻
虹
梁
等
異
調
を
需
謬
た

虚
が
認
め
ら
れ
る
J
聖
堂
が
統
然
た
る
こ

の
期
の
様
式
を
踏
襲
し
て
居
る
に
反
し
、

こ
の
門
の
み
か
と
0

形
跡
が
あ
る
の
は

甚
だ
奇
異
な
事
賞
で
，
こ
れ
は
聖
堂
建
築

（
貞
享
元
年
）
よ
り
遅
れ
て
講
堂
と
同
じ
く

冗
藤
十
四
年
（
塁
）
の
建
築
に
た
り
，
湯
島

聖
堂
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
へ
ね
ば

注
ら
ぬ
3

‘
/
f
.
 

居
っ
た
3

請
棠
（
第
三
十
三
，
三
十
市
『
三
十
五
二
二
十
六
A

三
十
七
、
三
十
八
園
）
鍛
葺
塑
の

入
羅
屋
造
伊
部
簗
掛
本
瓦
葺
の
大
謬
堂
で
構
造
形
式
岡
山
藩
學
狡
と
ほ
ゞ
同
様
簡
素
で

あ
る
が
，
そ
の
精
緻
な
勘
他
に
見
な
い
立
派
さ
で
あ
る
。

聖
堂
（
第
三
十
九
贔
四
4
＼
四
十
一
圃
）
舛
門
胴
堂
文
庫
厨
摩
と
一
劃
を
な
し
て
居
る
。

三
聞
四
面
の
入
母
屋
造
本
瓦
葺
伊
部
燒
薬
掛
瓦
を
用
び
た
小
室
で
柱
上
部
舟
肘
太
化
粧

長
押
を
巡
ら
し
沿
床
を
阻
半
瓦
敷
と
し
た
る
全
く
純
然
た
る
嘗
代
の
手
法
で
あ
る
。
只

四

（月八年9閲和昭）園面平棠塞上同 岡九十三猿
贄全堂諮校學谷閑山岡 固六十三第
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麟
鳳
、
纏
魯
龍
箪
木
紺
の
彫
詞
を
飾
り

丹
塗
彩
色
を
旋
し
、
内
陣
天
井
に
は
龍
を
揺
き

床
瓦
敷
き
扉
は
棧
唐
戸
を
用
ひ
て
尼
る
。
聖
壇

の
孔
字
寵
、
勾
桐
，
階
段
及
外
部
柱
礎
盤
等
の

部
分
は
比
較
的
支
那
風
様
式
に
近
似
し
た
臭
閻

を
出
し
て
居
る
が
、
建
築
全
憬
の
構
造
手
法
は

従
来
の
踏
襲
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
學
校
姻
築
に
就
て

（月一年十手II昭）累姿門狡J_』．同 掴二十四第

第
四
章

藩
學
校
郷
學
校
建

築
の
特
殊
娃

（月一＾年十和昭）景背門校上同

二
七

闘三十四策

（月一年—l牙II昭）禁全門公上同 閻四十四第

鱗
で
，
狡
門
と
同
じ
く
注
齊
芋
る
に
足
る
。

閑
谷
學
絞
は
絞
門
絞
厨
門
に
支
那
風
の
異
調
を
需
ば
し
め
た
痕
跡
の
あ

る
の
は
，
＿
全
般
的
に
江
戸
時
代
學
綬
建
築
0
上
よ
り
聖
堂
建
築
様
式

味
あ
る
批
移
を
示
し
て
居
る
。

第
七
節

佐
賀
藩
多
久
學
校

匹
稗
十
二
年
佐
賀
藩
國
老
多
久
茂
文
肥
詢
小
城
郡
多
久
村
に
興
し
た
郷

（月八年九和昭）細詳観外上同

（月八年九和昭）景全営聖上同

ァ
i
f
'

’̀ 

四
十
五
園
）

官
住
宅
厨
房
の
門

で
椋
閲
端
屹
波
形

の
棟
飾
り
と
附
し

た
の
は
異
調
の
片

隊一十四猿

文
部
時
報
第
五
百
六
十
臨

図十四第

成
門
で

規
模
や
さ
大
で
あ

る
。
そ
の
他
飲
室

門
校
厨
門
は
公
式

的
次
門
で
次
く
規

膜
忍
小
で
あ
る

が
，
只
校
厨
門
（
第

學
校
で
東
原
痒
舎
と
も
云
ふ
。
元
蒜
十
四
年
俣
り
に
聖
廟
を
校
側
に

み
、
賓
永
五
年
新
聖
廟
が
落
成
し
た
。
學
校
の
規
模
は
明
で
欧
い
が
節

跡
か
ら
相
嘗
の
各
種
建
築
物
が
あ
っ
た
ぷ
う
で
聖
爾
及
び
前
回
に
石
門

盆
第
五
十
二
圏
シ
を
現
存
す
る
。

聖
崩
（
第
四
十
六
、
四
十
七
、
四
十
八
，
四
十
九
，
五
十
、
五
十
一
園
）
ail
さ

恭
安
殿
と
忍
云
び
重
麿
墨
恨
入
母
屋
造
銅
板
張
（
筐
は
柿
葺
）
正
面
一
間
通

向
奔
屋
根
向
唐
破
風
造
の
建
築
で
定
側
面
一
閏
通
り
を
吹
放
ち
と
し
畜
内

部
は
外
障
3

一
門
陣
や
祭
壇
の
三
部
に
分
れ
P

全
く
従
京
の
建
築
に
見
た
い

特
殊
0
平
回
で
あ
る
。
手
法
は
概
し
て
唐
様
を
用
ひ
虹
梁
木
鼻
そ
の
他
に

こ
の
聖
廟
は
現
存
聖
堂
建
築
中
最
も
異
調
定

帯
び
妊
魔
な
も
の
で
あ
る
が
沼
注
恢
獨
立
し
て

建
策
さ
れ
た
の
で
は
な
く
棗
原
岸
舎
の
一
施
設

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

第
一
節
講
堂
の
形
式

常
代
の
敦
育
と
し
て
は
儒
學
を
主
と
し
た

が
、
な
ほ
習
鴨
奢
字
算
法
そ
の
他
近
世
で
は
洋

學
等
多
数
の
言
目
が
あ
｀
円
個
々
の
暴
舎
で

敦
授
せ
ら
肛
多
敷
の
建
築
物
が
あ
っ
た
。
中
で

も
疇
堂
は
何
れ
の
藩
翠
郷
學
狡
忙
於
て
忍
泊
そ

の
中
桐
を
な
し
た
こ
と
が
認
め
ら
札
る
。
講
堂

二
六



l
d
o
 

吋

江
戸
時
代

て

江
戸
時
代
忙
於
け
る
藩
學
狡
成
立
前
の
続
過
を
慟
る
と
載
陣
の
間
に
儒

の
初
褒
的
段
階
と
そ
の
敦
育
主
旨
か
ら
押
し
考
へ
ね
ば
た
ら

二
九

や
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
形
式
が
如
何
に
生
じ
た
か
の
問
題
は
少
＜
忍

然
し
て
各
藩
學
の
模
範
と
な
っ
た
湯
島
聖
堂
の
謬
堂
は
書
院
型
に
入
る

第
二
類

十
三
園
）

細詳井天陣杯止同 闘．八十四第

八年九矛II昭）

（月八年九和昭）細詳陣肉上同 涸．：fl十四第

.~ 

., 

了
此
吋
ik
1
1
f
蛉
ー
＇
キ
ー

5
代

N
l
|
遠
g
，
土
↑

て

届

る

忍

の

f

要

ず

る

に

そ

一

堂

に

曾

せ

し

め

敦

投

で
あ
る
。
こ
の
同
一
目
的
の
建
築
物
を
綜
合
的
に
考
察
す
る
に
少
く
も
三
つ
の
異
っ
た
形
式

の
下
に
分
類
す
る
こ
と
が
昂
来
る
。
こ
虹
定
廣
旧
型
~
書
院
型
，
綜
合
型
と
し
現
存
違
精
及
び
そ
の
他

の
主
要
な
も
の
に
就
て
見
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

一
類
廣
聞
痰
（
大
略
正
方
形
の
獨
立
建
染
の
忍
の
）

岡

山

落

學

校

、

似

買

上

野

崇

廣

堂

ぷ

萩

明

佃

館

書
院
型
（
書
院
造
の
も
の
）

水
戸
弘
道
館
，
尾
張
明
倫
棠
（
第
五
十
四
岡
）
，
岩
國
養
老
館
（
第
五

第
三
類
綜
合
型
言
墨
舎
と
摩
堂
を
一
建
築
に
集
合
し
た
も
の
）

仙
嘉
養
賢
堂

者
定
引
見
し
沿
散
の
要
逍
を
閥
聞
し
た
戦
國
諸
詫
の
先
例
に
な
ら
っ
た
も

の
で
心
徳
川
審
府
の
開
誼
に
依
り
封
建
の
墓
礎
定
ま
り
天
下
泰
平
と
た
る

と
認
侯

紅
好
學
の
風
が
愈
、
々
熾
と
た
っ
た
。
最
初
は
藩
主
限
り
即
諧

し
た
忍
の
が
｀
取
藩
士
の
陪
席
を
許
す
や
う
に
な
り
，

一
般
藩
士
を
目
標
中
心
と
す
る
や
う
に
た
っ
た
。
j

て
進
ん
で
は

こ
I

正
に
講
堂
と
云
ふ
特

殊
の
建
築
物
が
藩
士
の
居
間
以
外
に
別
に
建
築
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

図七＋•四第

禁全門厨校上同 回五—!•四第
（月一年十府1昭）
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文
部
時
報
第
直
百
六
十
紬

第
四
十
六
固
同
上
聖
崩
平
面
見
取
閻
（
昭
和
九
年
八
月
）

ニ
八

トー・ぽ
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に
せ
よ
廣
間
型
建
築
は
決
し
て
観
齊
的
に
可
能
で
な
い
。
従

つ
て
か
の
岩
國
藩
養
老
館
に
見
る
如
く
多
数
の
小
藩
學
校
で

は
、
そ
の
講
常
が
書
院
隈
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
知
せ
ら
肛

る。仙
豪
養
賢
隼
の
平
面
は
他
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る

が
．
，
こ
れ
は
諧
堂
を
中
心
と
し
各
皐
舎
を
一
建
築
物
に
綜
合

し
た
と
見
る
べ
き
で
う
諧
堂
た
る
中
央
之
間
も
従
つ
て
狭
く

庶
民
数
化
に
ま
で
進
晟
し
入
か
つ
元
綜
果
に
外
な
ら
な
い
。

第
二
節
聖
堂
建
築

従
来
日
本
建
築
史
上
儒
敬
建
築
と
し
て
、
そ
の
様
式
的
特

江
戸
時
代
の
學
校
建
築
に
就
て

（月八年九和昭）門石校學久多闘二十五磐；；

初
ま
り
、

で

か
ら
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

文
部
時
報

所
詰

所

{

―

―

 

しヽ

｀
 

覧

門

檎

場

言

羞梵
一
ネ
門＇ 
戸

~
~
・
~

一
i
]
 

（略倹節禎1せ口樋）館老養胴岩岡三十五第

載所「史育紋民庶本日」朦川石

従
っ
て
詰
堂
を
中
心
と
し
た
落
感
絞
が
極
め
て
自
然
に
設
立
さ
れ
た
。
更

に
落
士
の
敦
育
を
目
標
と
し
た
も
の
が
時
代
の
進
展
に
應
じ
．
一
般
庶
民

に
ま
で
及
び
月
何
同
か
の
定
期
的
な
所
胴
成
入
講
座
式
の
敦
育
方
法
が
行

は
汎
る
や
う
に
な
れ
は
、
そ
の
霜
堂
の
形
式
が
必
然
的
に
能
ふ
瞑
り
多
人

敷
を
牧
容
し
得
る
廣
聞
型
諮
堂
を
要
求
す
る
。
か
く
平
面
に
見
る
如
く
外

廊
饂
び
に
内
部
柱
の
外
及
び
内
の
三
階
級
に
分
ち
得
ら
汎
f
封
建
時
代
に

あ
っ
て
は
な
ほ
士
庶
共
畢
に
何
等
差
支
へ
注
い
平
酉
型
を
精
成
ず
る
。
廣

間
型
建
築
の
要
因
は
一
に
藩
晟
狡
建
築
の
初
登
的
段
階
が
定
期
請
話
か
ら

で
こ
れ
定
開
放
（
三
を
ぜ
ん
と
し
た
結
果

た
。
祠
0

)

か
＼
る
家
塾
よ
り
褒
展
せ
る
藩
學
絞
は
謬
堂
と
名
付
け
ら
仇
る

吠
0

段階壇聖上同

る
の
は

の
鯰
詰
で
あ
る
。

更
に
設
立
が
比
較
的
近
批
に
島
し
家
塾
よ
り
登
展
し
た
も
の
で
な
く

と
忍
庶
民
の
入
學
を
許
可
せ
ず
専
ら
、

こ
の
形
式
と
た
る
。
一
又
小
藩
の
藩
學
絞
で
は
藩
財
政
の
窮

這
四
一
＞
咤
る
安
永
天
明
文
化
文
欧
の
時
代
に
あ
っ
て
如
何
な
る
必
娑
あ
る

異
性
の
急
重
謁
さ
肛
て
居
る
の
で
あ
＼
こ
れ
を
仔
細
に
観
る
と
き
そ
の
登
生
よ
り
消

滅
に
至
る
間
に
種
々
の
菱
遷
を
な
し
＞
翠
に
聖
堂
建
築
（
四
二
こ
が
支
那
風
異
闊
を
帯
び
た
と

は
言
得
な
い
。
學
狡
建
築
の
一
施
設
と
し
て
こ
れ
定
四
時
代
紀
分
け
て
少
く
も
考
察
ず
る

こ
と
が
墨
来
る
と
思
ふ
。

C
~

綿
一
期
寛
永
九
年
江
戸
忍
岡
聖
堂
よ
り
寛
文
一
二
年
弘
文
館
と
欧
む
ま
で
。

江
戸
時
代
初
期
に
あ
っ
て
儒
學
の
隆
盛
と
共
に
孔
子
を
胴
る
廟
J
蔓
即
ち
聖
掌
が
建
築
茫

ら
れ
た
の
は
尾
張
藩
に
初
ま
る
。
藩
祖
裟
直
は
好
學
の
君
で
名
古
屋
城
内
に
孔
子
堂
祠
三
＂

定
建
て
泊
寛
永
九
年
に
は
林
覇
山
の
た
め
忍
岡
に
塞
廟
（
四
四
）
定
建
築
し
募
府
昌
平
校
の
起

詞十五然

の
養
成
に
（
い
み
意
を
注
い
だ

（月八年九利昭）細詳奔向上同 園一十五第

藩
畢
校
設
立

褒
的
段
階
に
更
に
他

の
場
合
が
あ
っ
た
。

昌
平
校

＜
儒
臣
に
家
塾
を
開

か
し
め
家
塾
を
内
容

と
し
て
居
る
が
＂
建

築
設
備
そ
の
他
の
経

費
を
藩
の
負
崎
露
と
し

た
も
の
で
尾
張
藩
の

如
き
は
そ
の
設
立
は

古
い
が
，
最
初
は
や

は
り
一
儲
官
の
私

塾
忙
過
ぎ
た
か
つ

゜



所
謂
儒
敦
建
築
と
し
て
の
特
異
性
を
褒
揮
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
要
因

は
質
に
湯
島
聖
堂
の
建
築
に
あ
っ
て
，
そ
れ
は
詫
草
綱
吉
の
華
麗
を
好
ん

だ
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
綱
吉
は
元
緑
三
年
忍
岡
の
聖
廟
の
規
模
の
小
な

ろ
4

笙
憂
ひ
帥
田
湯
島
の
池
に
移
し
大
規
模
な
學
狡
建
築
を
興
し
、
従
来
の

弘
文
館
を
改
め
て
皐
匠
聖
堂
と
稽
し
た
。
こ
れ
は
欄
吉
目
身
で
は
尋
校
よ

り
も
寧
ろ
孔
子
を
胴
る
こ
と
を
主
と
し
て
蒋
へ
て
居
っ
た
證
左
箇
邑
で
湯

島
要
堂
の
述
築
が
細
部
に
於
て
華
麗
な
異
色
を
需
び
た
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
~
咎
地
藩
學
狡
の
聖
堂
に
影
魯
す
る
に
至
っ
た
。

江
戸
時
代
巴
屡
控
建
築
に
就
て

ィ
大
成
殿

〈

西

應

示
水
槃
舎

卜
仰
高
門

ロ

東

廂

一
ー
杏
境
門

｛
入
徳
門

．J．岱

口
亡
に

L

J

ー

1
1

文
部
時
報
第
五
百
六
十
織

（前災震正大）瀾面平堂睾島湯 闊五十五第

窃 ・認

――  -d,3ぶこ三

： ―-バ可

ペ．

;[ 

l: 
哺．上モ― 一

疇 2
； 

（戟所史市犀古名） 園堂倫明張尾 揺四十五第

（前災震正大）殿成大盤抱島湯 閂六十五第

原
疋
作
っ
た
。
然
し
嘗
時
未
だ
學
絞
・
と
し
て
の
規
模
そ
な
は
ら
ず
，
少
く

も
そ
の
目
的
は
皐
に
孔
子
定
同
る
と
い
ふ
主
旨
で
學
絞
建
築
の
施
設
と
し

て
の
聖
堂
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
建
築
忍
華
麗
左
支
那
鼠
警
式
を

多
分
に
採
り
入
紅
＇
定
息
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

第
二
期
宣
文
三
年
弘
文
館
よ
り
冗
絲
l

二
年
湯
島
に
移
ず
ま
で
。

寛
文
三
年
忍
岡
の
書
院
が
弘
文
館
と
稽
せ
ら
れ
初
め
て
學
校
建
築
の
施

設
と
し
て
の
聖
堂
が
建
築
さ
れ
る
や
う
に
な
り
、
以
後
江
戸
全
朗
を
通
じ
．

て
各
官
學
校
藩
學
絞
の
設
立
と
同
時
に
聖
堂
の
建
築
が
興
っ
た
。
こ
の
時

代
の
聖
堂
建
築
に
は
閑
谷
學
絞
聖
堂
が
現
存
す
る
。
親
模
忍
露
堂
に
比
し

て
至
つ
て
小
さ
く
講
造
手
法
も
簡
素
で
僅
か
に
床
を
四
半
瓦
敷
と
な
し
た

処
＼
何
等
支
那
式
手
法
の
混
入
忍
見
中
常
代
の
様
式
よ
り
一
歩
忍
出
て
届

な
い
。
こ

111
は
既
に
孔
子
を
胴
る
為
で
な
く
建
築
の
主
旨
が
薮
育
上
の
中

心
を
形
造
る
意
志
紀
依
っ
た
も
の
と
認
む
べ
き
で
潅
，
か
の
同
山
藩
學
校
の

聖
堂
建
築
の
計
饗
さ
汎
た
か
っ
た
讐
＇
（
り
忍
、
建
築
的
主
力
は
他
の
疇
堂

翠
舎
紀
注
が
れ
て
聖
堂
建
築
に
そ
の
主
力
の
向
け
ら
れ
左
か
っ
た
結
果
に

外
な
ら
注
い
。
従
つ
て
こ
の
時
代
の
聖
堂
建
繋
は
何
等
建
築
史
上
様
式
的

に
特
筆
さ
紅
る
べ
き
で
．
な
い
。

第
三
漿
冗
襲
―
一
年
掲
島
聖
堂
よ
り
寛
政
十
二
年
聖
堂
再
興
ま
で
。

こ
の
時
代
の
も
の
紀
多
久
皐
絞
聖
廟
｝
長
崎
明
倫
堂
聖
堂
，
閑
谷
暴
狡

絞
門
が
現
存
す
る
。
何
紅
も
最
忍
支
那
式
異
詞
定
需
ば
し
め

後
再
三
火
災
に
遇
ひ
再
興
に
あ
た
っ
て
は
暮
府
財
政
の
困
窮
に
伴
ひ
‘

聖
堂
建
築
の
見
る
べ
き
も
の
な
か
っ
た
が
，
寛
政
十
二
年
の
再
興
（
第
五
十

五
五
五
十
六
園
）
は
訟
平
定
信
老
中
の
後
で
あ
り
，
幕
府
財
政
の
餘
裕
祠
さ

も
生
ず
る
に
至
り
う
殊
に
異
學
の
禁
の
直
後
で
幕
府
が
如
何
に
こ
の
聖
堂

建
築
に
力
を
壺
し
た
か
ゞ
窺
は
れ
る
。
従
っ
て
従
束
に
な
い
牡
闘
且
つ
大

規
摸
た
も
の
と
注
し
明
入
朱
舜
水
（
塁
）
の
作
っ
た
聖
堂
の
模
型
蚊
び
に
賓

永
四
午
刊
行
の
舜
水
朱

子
談
綺
聖
堂
閾
を
参
考

と
し
殿
宇
の
配
置
は
支

那
文
廟
の
制
度
を
参
酌

し
た
。
か
く
こ
の
約
百

年
間
は
何
れ
も
聖
堂
建

築
と
し
て
所
謂
儒
敦
建

築
を
現
出
さ
せ
た
の
で

あ
る
が
；
何
れ
忍
我
が

國
工
匠
の
手
に
な
れ
る

も
の
で
，
大
成
殿
前
廊

の
屋
根
裏
に
輪
垂
木
を

用
ひ
、
大
棟
の
雨
端
に

蛍
吻
定
上
げ
下
棟
の
端



か
＼
る
江
戸
時
代
國
民
文
化
興
隆
に
直
接
偉
大
な
力
の
あ
っ
た
藩
學
郷

學
絞
の
建
築
に
於
て
し
，
そ
の
褒
展
の
跡
1

乞
顧
汎
ば
四
時
代
を
則
し
て
時
代

の
推
移
と
共
に
藩
士
の
敦
化
か
ら
庶
民
に
ま
で
進
辰
し
沿
後
期
に
至
る
に

従
ひ
敷
的
に
忍
質
的
に
も
衰
逹
し
幽
校
建
築
と
し
て
全
く
完
備
せ
る
も
の

を
見
る
に
到
っ
た
。
然
し
こ
れ
犀
守
各
稲
の
建
築
は
棚
造
手
法
共
に
簡
素
で

美
術
的
に
は
何
等
採
り
翠
げ
る
べ
き
貼
は
な
い
。
こ
紅
は
學
絞
建
設
の
主

旨
の
菱
革
と
嘗
時
諸
侯
の
網
齊
的
瓶
態
の
必
然
的
鯰
結
で
あ
っ
て
、
，
寧
ろ

時
代
の
劉
桐
と
し
て
の
建
簑
の
崚
遷
を
蚊
に
如
霰
に
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
又
封
建
屈
會
に
あ
っ
て
か
く
の
如
き
特
殊
目
的
を
持
っ
た
公
共
建
築

が
大
規
棋
に
興
さ
れ
た
こ
と
は
f
江
戸
建
築
史
上
最
も
顕
著
た
一
特
性
と

し
て
叙
上
の
意
味
で
債
値
づ
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。

な
ほ
本
論
文
に
於
て
は
主
と
し
て
江
戸
時
代
に
於
け
る
學
絞
建
築
の
特

殊
性
と
そ
の
起
因
の
究
明
に
力
を
壺
し
、
建
築
の
技
術
的
方
呵
に
就
て
は

諭
述
を
簡
潔
に
し
た
。
こ
れ
建
築
の
雙
遷
は
計
會
朕
勢
の
髪
移
紀
直
接
間

接
影
轡
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
に
か
4

わ
ら
ず
、
建
築
の
鰐
湿
を
取
扱
ふ
べ

き
建
築
史
陶
述
の
立
場
に
や
4
と
も
す
紅
ば
ゆ
る
が
せ
に
な
り
勝
ち
で
あ

る
を
顧
み
て
，
少
く
も
江
戸
時
代
學
狡
建
築
の
上
に
如
賞
に
こ
の
事
賞
の

現
は
れ
を
見
得
る
勘
よ
り
こ
九
を
強
訓
し
た
に
外
た
ら
な
い
。
胴
述
の
到

ら
ざ
る
貼
少
く
な
し
と
せ
な
い
が
江
戸
時
代
建
築
史
討
認
織
の
糧
と
し
て

學
校
建
築
の
輪
廓
を
少
し
で
も
明
か
に
な
し
得
た
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。
）

力
表
へ

に
國
學
洋
學
の
勃
興
＇
と
な
り

3

聖
堂
の
學
絞
施
紋
と
し
て
の

江
戸
時
代
の
學
校
建
築
に
就
て

r 

苓
1
u――

a
 

a

y
 

こ
の
期
の
も
の
に
は
弘
道
囮
養
賢
堂
明
倫
賠
及

び
學
絞
と
し
て
ゞ
は
た
い
が
b

足
利
學
絞
聖
廟

（
第
五
十
七
胴
）
が
あ
る
。
湯
島
聖
堂
の
寛
政
再
興

の
後
で
は
あ
る
が
何
紅
も
江
戸
末
期

手
法
で
p
殊
に
萩
明
佃
館
尾
張
明
倫
堂
の
如
く
畳

敷
高
床
の
も
の
忍
あ
り
~
゜
只
穂
飾
の
如
き
細
部
に

の
入
何
等
か
の
呉
風
の
趣
を
習
て
居
る
に
過
ぎ
な

い
。
＞
又
そ
の
規
模
も
小
で
技
術
も
拙
劣
最
早
儒
敦
建
築
と
し
て
特
筆
ず
べ

の
特
叫
却
も
持
た
た
い
。
こ

あ
っ
て
は
儒
學
の

刷恕校學利足

に
鬼
板
の
代
り
に
虎
形
を
作
り
杜
礎
石
の
形
式
に
一
種
の
異
調
を
帯
び
る

外
，
未
だ
支
那
様
式
の
模
倣
を
完
全
に
行
っ
た
も
の
で
方
い
。
か
く
寛
政

再
興
の
そ
の
極
懇
に
逹
し
た
も
の
も
細
親
を
除
き
構
造
手
法
の
根
本
は
全

＜
我
が
國
従
来
の
手
法
で
克
つ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
（
夏
）
他
の
元
蒜
再
興
の
忍
の
及
び
地
方
の
聖

堂
に
於
て
は
襄
が
エ

部
を
表
現
せ
ん
が
た
め
如
何
に
努
力
合
し
か
を
察

知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四
期
末
忙
至
る
ま
で
。

の
支
那
建
築
の
細

文
部
時
報
第
互
百
六
十
絨

闘七十五第

第
五
章

一五

古
2

五ロ

弁
雷
心
-
ー
-
g

意
簑
や
う
や
く
蒋
ら
ぎ
殊
に
諸
藩
財
政
の
困
窮
甚
だ
し
，
＼
聖
堂
建
築
が

藩
學
枝
に
於
て
形
式
的
の
も
の
と
な
っ
た
為
で
、
か

狡
建
築
が
盆
々
そ
の
敷
を
増
し
た
が
f3

こ
れ
等
に
は

て
幕
末
に
は
學

築
は
既
に
建
築
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

決
し
て
一

基
礎
定
ま
る

如
き
塞
堂
建

江
戸
時
代
忙
於
け
る
學
校
建
築
の
一
施
設
と
し

て
聖
堂
建
築
を
考
察
す
る
と
き
5

．
所
謂
支
那
式
異

色
を
帯
び
た
儒
毅
建
築
の
存
在
が
認
め
ら
訊
る
の

は
元
蒜
よ
り
寛
紋
ま
で
の
間
に
過
ぎ
な
く
｀
他
のっ

聖
堂
建
築
は
様
式
的
に
特
異
の
存
在
で

た
こ
と
が
知
り
得
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
は
概
し
て
久
し
い
泰
平
の
時
代
で
あ

っ
た
が
，
封
建
制
の
完
備
よ
り
崩
壊
に
至
る
ま
で

一
律
の
ー
も
の
で
な
か
っ
た
。
幕
府
の

武
家
存
絞
の
意
義
や

う
や
く
蒋
れ
、
交
近
艦
概
の
褒
達
は
町
人
の
勃
興

と
な
り
、
レ
其
虐
に
は
絶
え
ず
現
代
に
向
つ
て
の
必
然
的
な
計
會
朕
勢
の
推

移
が
行
は
れ
て
居
っ
た
c

]

建
築
史
上
の
江
戸
時
代
心
宣
に
こ
の
勘
よ
り
再

、
03

＼
 

（
二
九
）
城
戸
久
「
史
蹟
崇
殷
堂
」
建
築
と
社
竺
―
―
一
輯
l

-

i
紬
八
五
一
頁
，

（
昭
和
茅
輩
古
一
月
）
。

(
=
=
0
)
文
政
二
年
靡
堂
高
兌
の
學
狡
建
造
に
野
す
る
謡
逹
「
后
"
-
H
i
J
略
）
年
求

文
武
場
取
立
一
統
に
銹
政
執
行
度
候
特
＂
賽
其
入
用
も
不
睫
候
へ
ば
腕
手

方
不
如
意
に
て
家
中
分
掛
も
存
分
に
は
用
拾
難
出
来
候
奉
故
存
候
斗
に
て

空
年
月
を
送
候
所
、
改
革
以
来
手
元
金
忍
過
半
減
少
申
付
候
上
嬌
又
厳
敷

均
を
つ
め
質
素
を
相
守
り
候
に
付
十
年
末
の
餘
金
文
武
場
の
螢
出
末
候
程

に
相
成
候
に
付
此
度
文
武
場
取
立
伊
州
に
於
て
も
文
場
申
付
候
（
後
略
）
」

(
-
i
二
）
籐
堂
高
兌
公
似
略
「
（
詢
略
）
大
成
殿
は
狡
の
中
央
に
在
り
｀
，
文
政

三
年
十
月
網
始
し
、
四
年
十
月
落
成
せ
り
。
主
と
し
て
尾
陽
珈
芝
堂
の
制
を

特
考
し
＞
節
し
て
之
を
半
に
し
、
そ
3
輪
奥
の
芙
に
擬
せ
ず
｀
と
匝
ら
す
に

土
競
を
以
て
す
r
"

仰
高
門
そ
の
正
而
に
位
し
、
門
よ
り
糊
に
至
る
間
に
角

逍
を
毀
け
、
崩
と
中
分
し
て
前
悛
二
室
と
し
、
俗
に
稲
し
て
前
室
を
中
堂

と
い
ひ
、
後
室
を
内
陣
と
云
ふ
。
（
後
略
）
」

（
―
-
三
）
水
戸
市
要
b

及
薩

m東
湖
常
除
幣
「
弘
道
館
建
設
の
由
末
」
。

(
-
―
-
=
=
)
高
約
十
尺
、
幅
約
六
尺
、
厚
十
尺
八
の
紀
文
を
署
し
た
寒
水
石
3

碑
て
あ
る
。

（
三
固
）
水
戸
弘
逍
館
の
建
築
は
綿
て
棟
大
き
く
輪
迎
が
大
ま
か
で
一
見
奇

異
の
感
が
す
る
が
f
こ
の
町
の
商
家
よ
り
考
へ
れ
ば
此
の
地
の
郷
土
色
の

i
つ
て
あ
る
や
う
に
思
ふ
。

（
三
五
）
閑
谷
談
本
、
武
元
対
立
「
閑
谷
學
狡
闘
巻
記
je

三
六
）
岡
山
藩
學
校
靡
堂
は
狸
堂
を
兼
ね
た
建
築
と
も
見
る
こ
と
が
出

賽
睾
祗
建
築
の
入
口
を
左
右
に
分
け
た
の
は
他
に
現
存
足
利
學
校
珈
辛
廟

（
第
五
十
七
岡
）
が
あ
る
a

閑
谷
中
學
狡
白
木
敷
氏
の
設
に
依
る
と
閑
谷
學

一四



L

o

 

j
.
5
{
`
 

（
三
八
）

昭
和
十
年
度
文
部
省
親
學
委
開
復
命
嘗
抄

英

五ロ
二

『

E

口
し
た
と
3

こ
と
て
あ
る
か
ら
、
か
4

る
手

鸞
甑
式
上
必
要
て
あ
っ
た
心
か
応
知
れ
な
い
。

三
七
）
閑
谷
學
校
史
に
依
る
と
元
認
十
＝
＝
年
池
田
綱
政
よ
り
學
田
皐
狡
林

が
下
附
せ
ら
れ
，
學
校
3
潤
立
饂
清
確
立
さ
見
翌
十
四
年
請
堂
そ
の
他

っ
た
と
Q
こ
と
て
あ
る
か
ら
こ
の
門
も
常
時
の
も
の
と
考
へ
ら

建
築
穀
誌

3`

四
七
輯
五
六
八
琥
四
八
i
百
べ
（
昭
和
八
年
―
―
一
月
）
昭

1

月
國
賓
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
。

（
三
九
）
岡
山
藩
學
校
「
家
中
宗
子
八
歳
よ
り
二
十
歳
の
閏
入
學
望
次
第
た

る
ぺ
し
o

f
i
i
二
十
歳
以
上
心
者
説
に
庶
子
庶
人
た
り
と
も
品
に
寄
り
可
令

入
繹
零
こ

閑
谷
學
校
謀
目
規
則
「
民
間
の
子
弟
入
岱
誓
者
は
其
墨
羞
本
名
判
村

役
人
奥
嘗
に
て
見
屈
欲
授
賞
に
て
差
出
さ
せ
云
｀
こ

崇
廣
堂
石
川
謙
「
日
本
庶
民
設
育
史
」
一
九
五
頁
、
「
現
に
津
藩
に
於
け
る

藩
羮
有
造
館
の
欧
則
を
見
る
に
（
中
略
）
寺
小
犀
て
の
欽
育
と
、
そ
の
敦
課

目
を
同
じ
ら
し
て
居
る
と
主
張
し
た
い
位
て
あ
る
。
平
民
心
藩
慇
で
暴
ん

だ
こ
と
は
か
く
し
て
否
認
し
得
‘
な
い
事
箕
て
あ
る
jo

（
四
0
)
尾
張
志
「
御
府
内
學
控
の
は
じ
め
は
源
敬
公
の
儒
者
深
田
正
室
を

東
よ
り
め
し
て
月
俸
月
十
入
分
を
賜
り
大
津
丁
の
西
側
の
地
を
學
問
所
と

辻
さ
し
め
給
[
l
J
」
。

（
四
こ
本
庄
榮
治
郎
「
近
泄
封
建
証
會
の
研
究
」
改
造
祉
版
―
-
]
=
―
―
頁
。

（
四
三
睾
軍
は
虞
，
｛
懇
睾
鷹
文
買
大
成
虞
先
聖
殿
と
も
一
で
は
れ

て
居
る
。

（四―
-
l
)

西
村
天
因
「
尾
張
歌
公
」
城
内
孔
子
堂
は
八
角
闘
帯
ぞ
相
嘗
昴
色
の

昭
和
十
年
度

文
部
省
観
學
委
員
闘
岡
高
等
學
校
教
授

中
睾
學
校
に
於
け
る
外
國
語
教
授
の
要
旨
，
紋
授
分
料
等
は
中
（
高
等

．
，
師
鯛
賀
業
）
翠
校
令
施
行
規
則
紅
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る

巧
其
の
範
閲
内
に
於
て
時
と
虞
と
に
誼
ひ
適
宜
に
蓮
用
す
べ
き
は
言
を

侯
た
な
い
で
あ
ら
う
3

近
年
我
國
の
進
畏
に
伴
ひ
外
國
語
敦
授
の
目
的
が
再
吟
味
3

再
楡
討
さ

軋
外
胴
声
戻
英
語
）
敦
授
が
特
國
文
化
の
向
上
に
銅
し
て
有
つ
役
割
に
就
て

一
般
英
語
敦
員
が
如
何
な
る
信
念
を
以
て
敦
授
に
富
る
か
は
置
大
た
る
問

岨
と
な
っ
て
来
た
。
凡
そ
信
念
な
き
所
に
敦
育
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ

て
「
何
が
故
に
敦
ふ
る
か
に
就
て
の
俯
乎
た
る
信
念
の
把
持
」
が
第
一
で

「
如
伺
に
敦
ふ
る
か
の
方
法
」
は
第
二
忙
な
ろ
べ
き
問
題
で
注
け
仇
ば
な
ら

た
汀
本
委
員
の
観
る
所
に
依
紅
ば
前
者
紅
劉
す
る
闘
心
か
喚
起
さ
れ
つ

つ
あ
る
は
慶
ぶ
べ
き
現
象
た
る
に
不
拘
依
然
と
し
て
後
者
の
研
究
に
の
み

偏
ず
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
様
に
思
へ
た
の
で
こ
れ
に
劉
し
一
i
一
の
所
見

べ
て
姦
い

1

現
今
我
政
府
殊
に
文
部
省
は
國
儒
の
明
徽
に
努
力
を
致
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
敦
麟
に
在
る
者
こ
の
意
を
儒
し
，
最
善
娑
蓋
す
べ
き
は
嘗

然
の
睾
務
で
あ
る
。
殊
に
同
儘
明
徽
の
一
手
段
と
し
て
b

処
國
と
の
比
較

が
最
も
有
妓
で
あ
る
事
は
文
部
省
忍
明
示
し
て
ぬ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

之
に
は
英
語
敦
員
は
最
適
任
者
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。

2
近
年
哀
國
に
於
て
は
年
約
一
百
萬
人
の
人
口
が
増
加
し
つ
＼
あ
る

に
忍
不
拘
悔
外
に
移
住
す
る
者
は
僅
に
年
約
二
萬
餘
に
止
ま
る
3

乃
ち
こ

の
入
口
問
題
の
解
決
は
我
國
策
中
最
忍
重
大
設
る
も
の
で
あ
ら
う
Q
こ
の

時
紅
嘗
り
，
靴
界
意
識
と
も
い
ふ
べ
き
忍
の
を
生
徒
に
奥
へ
b

大
い
匠
悔

外
に
登
展
す
べ
き
進
取
の
氣
象
を
翌
成
す
る
に
最
適
た
り
と
信
ぜ
ら
る
4

英
語
敦
授
は
男
子
の
み
た
ら
す
~
女
子
中
等
學
絞
に
於
て
も
重
要
な
る
一

學
科
た
る
を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。

就

察

縣

名

鹿

兒

島

縣

胴
察
年
月
日
自
賠
利
十
年
十
月
十
八
日
至
｛
，
月
二
十
四
日

學

大 書

覺

之

助

（三）

あ
っ
た
も
3
ら
し
く
．．
 

そ
の
建
拗
は
先
年
焼
失
し
た
。

（
四
四
）
西
村
天
囚
「
尾
張
敬
公

Z
土
念
汽
羅
山
が
文
に
依
れ
ば
｛
輪
奨
痰

贖
不
日
に
し
て
成
る
。
共
の
制
は
他
と
鈴
り
尋
常
宮
至
の
例
の
如
く
に
非

ず
。
我
か
朝
は
昔
そ
の
名
あ
る
を
開
く
と
雖
も
如
是
の
形
樅
は
未
だ
之
あ

ら
ず
J
と
記
し
て
居
る
。

（
図
一
c
I
i
)
高
楯
俊
乗
「
日
本
数
育
文
化
史
」
＝
元
九
頁
。

（
四
六
）
本
庄
榮
治
郎
「
近
世
封
建
籠
會
喜
覧
」
改
造
祉
版
二
六
頁
、
「
財
政

嬰
喜
多
少
刷
新
せ
ら
れ
宣
政
元
年
よ
り
十
年
に
至
る
間
に
府
庫
｀
餘

金――――
-
l

八
‘
,
0
0
0
雨
に
上
っ
た
と
い
ふ
」
。

属
七
）
朱
舜
水
は
浙
江
餘
銚
の
人
て
明
Q
滅
亡
後
萬
治
I

I

年
末
朝
し
、
儲

川
光
図
に
聘
せ
ら
れ
、
學
宮
閻
詑
を
奢
は
し
た
。

（
四
八
）
闊
野
貞
「
東
京
市
の
古
社
寺
」
建
築
雑
誌
二
五
斡
二
九
二
競
二
＝
三

頁
。
（
明
治
四
十
四
年
四
月
）
。

覧
「
日
本
建
築
に
及
ぽ
言
ふ
麟
建
築
の
影
竺
岩
波
嘴
座
日
本
應

十
二
四
唸

大
熊
喜
聾
近
泄
武
家
時
代
の
建
．
菜
」
岩
波
靡
座
日
本
腿
史
第
十
六
回
。

ーヒ

に
移
さ
れ
た
と
侭
は
る
が
b

文
部
時
報
＇

十
絨

吝
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